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(57)【要約】
【課題】大型化に適した表示装置を提供する。または、
表示ムラの抑制された表示装置を提供する。
【解決手段】複数の表示パネルを一部が重なるように配
置した表示装置とする。ここで重ねた２つの表示パネル
のうち、表示面側に位置する表示パネルは表示部と隣接
して可視光を透過する領域を備え、この領域と下側に配
置される表示パネルの画素とを重ねて設ける。また、少
なくとも下側に配置される表示パネルの表示部において
、上側の表示パネルの可視光を透過する領域と重なる画
素の開口率を、他の画素の開口率よりも大きくする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の表示パネルと、第２の表示パネルと、を有する表示装置であって、
　前記第１の表示パネルは、第１の領域を有し、
　前記第１の領域は、第１の画素と、第２の画素と、を有し、
　前記第２の表示パネルは、第２の領域と、第３の領域と、第４の領域と、を有し、
　前記第２の領域は、第３の画素を有し、
　前記第３の領域は、可視光を透過する機能を有し、
　前記第４の領域は、可視光を遮光する機能を有し、
　前記第１の表示パネルの前記第２の画素と、前記第２の表示パネルの前記第３の領域と
は、互いに重なる領域を有し、
　前記第２の画素の開口率は、前記第１の画素の開口率よりも大きいことを特徴とする、
　表示装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記第１の表示パネルは、遮光層を有し、
　前記第１の画素は、第１の表示素子を有し、
　前記第２の画素は、第２の表示素子を有し、
　前記遮光層は、第１の開口と、第２の開口を有し、
　前記第１の開口と、前記第１の表示素子とは、互いに重なる領域を有し、
　前記第２の開口と、前記第２の表示素子とは、互いに重なる領域を有し、
　前記第２の開口の面積が、前記第１の開口の面積よりも大きいことを特徴とする、
　表示装置。
【請求項３】
　請求項２において、
　前記第１の表示素子及び前記第２の表示素子は、発光素子、または液晶素子である、
　表示装置。
【請求項４】
　請求項１乃至請求項３のいずれか一において、
　前記第１の表示パネルと、前記第２の表示パネルは、それぞれ一対の基板を有し、
　前記基板は、可撓性を有する、
　表示装置。
【請求項５】
　第１の表示パネルと、第２の表示パネルと、第３の表示パネルと、を有する表示装置で
あって、
　前記第１の表示パネルは、第１の領域を有し、
　前記第１の領域は、第１の画素と、第２の画素と、第３の画素と、を有し、
　前記第２の表示パネルは、第２の領域と、第３の領域と、第４の領域と、を有し、
　前記第３の表示パネルは、第５の領域と、第６の領域と、第７の領域と、を有し、
　前記第２の領域は、第４の画素を有し、
　前記第５の領域は、第５の画素を有し、
　前記第３の領域と、前記第６の領域とは、可視光を透過する機能を有し、
　前記第４の領域と、前記第７の領域とは、可視光を遮光する機能を有し、
　前記第１の表示パネルの前記第２の画素と、前記第２の表示パネルの前記第３の領域と
は、互いに重なる領域を有し、
　前記第１の表示パネルの前記第３の画素と、前記第２の表示パネルの前記第３の領域と
、前記第３の表示パネルの前記第６の領域とは、互いに重なる領域を有し、
　前記第２の画素の開口率は、前記第１の画素の開口率よりも大きく、
　前記第３の画素の開口率は、前記第２の画素の開口率よりも大きいことを特徴とする、
　表示装置。
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【請求項６】
　請求項５において、
　前記第１の表示パネルは、遮光層を有し、
　前記第１の画素は、第１の表示素子を有し、
　前記第２の画素は、第２の表示素子を有し、
　前記第３の画素は、第３の表示素子を有し、
　前記遮光層は、第１の開口と、第２の開口と、第３の開口と、を有し、
　前記第１の開口と、前記第１の表示素子とは、互いに重なる領域を有し、
　前記第２の開口と、前記第２の表示素子とは、互いに重なる領域を有し、
　前記第３の開口と、前記第３の表示素子とは、互いに重なる領域を有し、
　前記第２の開口の面積は、前記第１の開口の面積よりも大きく、
　前記第３の開口の面積は、前記第２の開口の面積よりも大きいことを特徴とする、
　表示装置。
【請求項７】
　請求項６において、
　前記第１の表示素子、前記第２の表示素子、及び前記第３の表示素子は、発光素子、ま
たは液晶素子である、
　表示装置。
【請求項８】
　請求項５乃至請求項７のいずれか一において、
　前記第１の表示パネル、前記第２の表示パネル、及び前記第３の表示パネルは、それぞ
れ一対の基板を有し、
　前記基板は、可撓性を有する、
　表示装置。
【請求項９】
　請求項１乃至請求項８のいずれか一において、
　前記第１の表示パネルはＦＰＣを有し、
　前記ＦＰＣは、前記第２の表示パネルの前記第２の領域と互いに重なる領域を有し、
　前記ＦＰＣは、前記第２の表示パネルの表示面側とは反対側に位置する、
　表示装置。
【請求項１０】
　請求項１乃至請求項９のいずれか一に記載の表示装置と、
　タッチセンサと、を有する、
　表示モジュール。
【請求項１１】
　請求項１乃至請求項９のいずれか一に記載の表示装置、または請求項１０に記載の表示
モジュールと、筐体と、を有する電子機器であって、
　前記筐体は、ボタン、マイク、スピーカ、アンテナ、バッテリのうち、一以上を備える
、
　電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の一態様は、表示装置に関する。
【０００２】
　なお、本発明の一態様は、上記の技術分野に限定されない。本明細書等で開示する発明
の一態様の技術分野は、物、方法、または、製造方法に関するものである。または、本発
明の一態様は、プロセス、マシン、マニュファクチャ、または、組成物（コンポジション
・オブ・マター）に関するものである。そのため、より具体的に本明細書で開示する本発
明の一態様の技術分野としては、半導体装置、表示装置、発光装置、照明装置、蓄電装置
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、記憶装置、それらの駆動方法、または、それらの製造方法、を一例として挙げることが
できる。
【背景技術】
【０００３】
　近年、表示装置の大型化が求められている。例えば、家庭用のテレビジョン装置（テレ
ビ、またはテレビジョン受信機ともいう）、デジタルサイネージ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉ
ｇｎａｇｅ：電子看板）や、ＰＩＤ（Ｐｕｂｌｉｃ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｄｉｓｐ
ｌａｙ）などが挙げられる。また、デジタルサイネージや、ＰＩＤなどは、大型であるほ
ど提供できる情報量を増やすことができる。特に広告等に用いる場合には大型であるほど
人の目につきやすく、広告の宣伝効果を高めることができる。
【０００４】
　表示装置としては、代表的には液晶表示装置、有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｌｕｍｉｎ
ｅｓｃｅｎｃｅ）素子や発光ダイオード（ＬＥＤ：Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉ
ｏｄｅ）等の発光素子を備える発光装置、電気泳動方式などにより表示を行う電子ペーパ
などが挙げられる。
【０００５】
　例えば、有機ＥＬ素子の基本的な構成は、一対の電極間に発光性の有機化合物を含む層
を挟持したものである。この素子に電圧を印加することにより、発光性の有機化合物から
発光を得ることができる。このような有機ＥＬ素子が適用された表示装置は、液晶表示装
置等で必要であったバックライトが不要なため、薄型、軽量、高コントラストで且つ低消
費電力な表示装置を実現できる。例えば、有機ＥＬ素子を用いた表示装置の一例が、特許
文献１に記載されている。
【０００６】
　また、特許文献２には、フィルム基板上にスイッチング素子であるトランジスタや有機
ＥＬ素子を備えたフレキシブルなアクティブマトリクス型の発光装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００２－３２４６７３号公報
【特許文献２】特開２００３－１７４１５３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の一態様は、大型化に適した表示装置を提供することを課題の一とする。または
、本発明の一態様は、表示ムラの抑制された表示装置を提供することを課題の一とする。
または、本発明の一態様は、曲面に沿って表示することのできる表示装置を提供すること
を課題の一とする。または、本発明の一態様は、薄型化、または軽量化が容易な表示装置
を提供することを課題の一とする。
【０００９】
　または、本発明の一態様は、新規な表示装置、電子機器等を提供することを課題の一と
する。
【００１０】
　なお、これらの課題の記載は、他の課題の存在を妨げるものではない。本発明の一態様
は、これらの課題の全てを解決する必要はないものとする。また、上記以外の課題は、明
細書等の記載から自ずと明らかになるものであり、明細書等の記載から上記以外の課題を
抽出することが可能である。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の一態様は、第１の表示パネルと、第２の表示パネルと、を有する表示装置であ
る。第１の表示パネルは、第１の領域を有し、第１の領域は、第１の画素と、第２の画素
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と、を有する。第２の表示パネルは、第２の領域と、第３の領域と、第４の領域と、を有
する。第２の領域は、第３の画素を有し、第３の領域は、可視光を透過する機能を有し、
第４の領域は、可視光を遮光する機能を有する。また第１の表示パネルの第２の画素と、
第２の表示パネルの第３の領域とは、互いに重なる領域を有する。また第２の画素の開口
率は、第１の画素の開口率よりも大きいことを特徴とする。
【００１２】
　また、上記において、第１の表示パネルは、遮光層を有し、第１の画素は、第１の表示
素子を有し、第２の画素は、第２の表示素子を有することが好ましい。また遮光層は、第
１の開口と、第２の開口を有し、第１の開口と、第１の表示素子とは、互いに重なる領域
を有し、第２の開口と、第２の表示素子とは、互いに重なる領域を有し、第２の開口の面
積が、第１の開口の面積よりも大きいことが好ましい。
【００１３】
　また、上記において、第１の表示素子及び第２の表示素子は、発光素子、または液晶素
子であることが好ましい。
【００１４】
　また、上記において、第１の表示パネルと、第２の表示パネルは、それぞれ一対の基板
を有し、当該基板は、可撓性を有することが好ましい。
【００１５】
　また、本発明の他の一態様は、第１の表示パネルと、第２の表示パネルと、第３の表示
パネルと、を有する表示装置である。ここで第１の表示パネルは、第１の領域を有し、第
１の領域は、第１の画素と、第２の画素と、第３の画素と、を有する。第２の表示パネル
は、第２の領域と、第３の領域と、第４の領域と、を有する。第３の表示パネルは、第５
の領域と、第６の領域と、第７の領域と、を有する。第２の領域は、第４の画素を有し、
第５の領域は、第５の画素を有する。第３の領域と、第６の領域とは、可視光を透過する
機能を有し、第４の領域と、第７の領域とは、可視光を遮光する機能を有する。第１の表
示パネルの第２の画素と、第２の表示パネルの第３の領域とは、互いに重なる領域を有す
る。第１の表示パネルの第３の画素と、第２の表示パネルの第３の領域と、第３の表示パ
ネルの第６の領域とは、互いに重なる領域を有する。また第２の画素の開口率は、第１の
画素の開口率よりも大きく、第３の画素の開口率は、第２の画素の開口率よりも大きいこ
とを特徴とする。
【００１６】
　また、上記において、第１の表示パネルは、遮光層を有し、第１の画素は、第１の表示
素子を有し、第２の画素は、第２の表示素子を有し、第３の画素は、第３の表示素子を有
することが好ましい。また遮光層は、第１の開口と、第２の開口と、第３の開口と、を有
し、第１の開口と、第１の表示素子とは、互いに重なる領域を有し、第２の開口と、第２
の表示素子とは、互いに重なる領域を有し、第３の開口と、第３の表示素子とは、互いに
重なる領域を有し、第２の開口の面積は、第１の開口の面積よりも大きく、第３の開口の
面積は、第２の開口の面積よりも大きいことが好ましい。
【００１７】
　また上記において、第１の表示素子、第２の表示素子、及び第３の表示素子は、発光素
子、または液晶素子であることが好ましい。
【００１８】
　また上記において、第１の表示パネル、第２の表示パネル、及び第３の表示パネルは、
それぞれ一対の基板を有し、当該基板は、可撓性を有することが好ましい。
【００１９】
　また、上記において、第１の表示パネルはＦＰＣを有し、ＦＰＣは、第２の表示パネル
の第２の領域と互いに重なる領域を有し、ＦＰＣは、第２の表示パネルの表示面側とは反
対側に位置することが好ましい。
【００２０】
　また、本発明の他の一態様は、上記表示装置と、タッチセンサとを有する、表示モジュ
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ールである。
【００２１】
　また、本発明の他の一態様は、上記表示装置または表示モジュールと、筐体と、を有す
る電子機器であって、筐体は、ボタン、マイク、スピーカ、アンテナ、バッテリのうち、
一以上を備えることが好ましい。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明の一態様によれば、大型化に適した表示装置を提供できる。または、表示ムラの
抑制された表示装置を提供できる。または、曲面に沿って表示することのできる表示装置
を提供できる。または、薄型化、または軽量化が容易な表示装置を提供できる。
【００２３】
　または、新規な表示装置（表示パネル）、または電子機器を提供できる。なお、これら
の効果の記載は、他の効果の存在を妨げるものではない。なお、本発明の一態様は、必ず
しも、これらの効果の全てを有する必要はない。なお、これら以外の効果は、明細書、図
面、請求項などの記載から、自ずと明らかとなるものであり、明細書、図面、請求項など
の記載から、これら以外の効果を抽出することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】実施の形態に係る、表示装置を説明する図。
【図２】実施の形態に係る、表示装置を説明する図。
【図３】実施の形態に係る、表示装置を説明する図。
【図４】実施の形態に係る、表示装置を説明する図。
【図５】実施の形態に係る、表示パネルを説明する図。
【図６】実施の形態に係る、表示パネルを説明する図。
【図７】実施の形態に係る、表示パネルを説明する図。
【図８】実施の形態に係る、表示パネルを説明する図。
【図９】実施の形態に係る、表示パネルを説明する図。
【図１０】実施の形態に係る、表示装置を説明する図。
【図１１】実施の形態に係る、表示装置を説明する図。
【図１２】実施の形態に係る、表示装置を説明する図。
【図１３】実施の形態に係る、表示パネルを説明する図。
【図１４】実施の形態に係る、表示パネルを説明する図。
【図１５】実施の形態に係る、タッチパネルを説明する図。
【図１６】実施の形態に係る、タッチパネルを説明する図。
【図１７】実施の形態に係る、タッチパネルを説明する図。
【図１８】実施の形態に係る、表示装置の応用例を説明する図。
【図１９】電子機器および照明装置の一例を説明する図。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　実施の形態について、図面を用いて詳細に説明する。但し、本発明は以下の説明に限定
されず、本発明の趣旨及びその範囲から逸脱することなくその形態及び詳細を様々に変更
し得ることは当業者であれば容易に理解される。従って、本発明は以下に示す実施の形態
の記載内容に限定して解釈されるものではない。
【００２６】
　なお、以下に説明する発明の構成において、同一部分又は同様な機能を有する部分には
同一の符号を異なる図面間で共通して用い、その繰り返しの説明は省略する。また、同様
の機能を指す場合には、ハッチパターンを同じくし、特に符号を付さない場合がある。
【００２７】
　なお、本明細書で説明する各図において、各構成の大きさ、層の厚さ、または領域は、
明瞭化のために誇張されている場合がある。よって、必ずしもそのスケールに限定されな
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い。
【００２８】
　なお、本明細書等における「第１」、「第２」等の序数詞は、構成要素の混同を避ける
ために付すものであり、数的に限定するものではない。
【００２９】
　なお、「膜」という言葉と、「層」という言葉とは、互いに入れ替えることが可能な場
合がある。例えば、「導電層」という用語を、「導電膜」という用語に変更することや、
「絶縁膜」という用語を、「絶縁層」という用語に変更することが可能な場合がある。
【００３０】
（実施の形態１）
　本実施の形態では、本発明の一態様の表示装置の構成例について、図面を参照して説明
する。
【００３１】
　本発明の一態様は、複数の表示パネルを一部が重なるように配置することにより大型化
が可能な表示装置である。また、重ねた２つの表示パネルのうち、少なくとも表示面側（
上側）に位置する表示パネルは、表示部と隣接して可視光を透過する領域を備える。下側
に配置される表示パネルの画素と、上側に配置される表示パネルの可視光を透過する領域
とを重ねて設ける。これにより、２つの表示パネルを表示面側から見たときに（平面視に
おいて）、これらに表示される画像を、継ぎ目なく連続して表示することが可能となる。
【００３２】
　さらに、少なくとも下側に配置される表示パネルの表示部において、上側の表示パネル
の可視光を透過する領域と重なる画素の開口率を、他の画素の開口率よりも大きくする。
これにより、上側に配置される表示パネルの可視光を透過する領域の光透過率が１００％
未満であっても、当該可視光を透過する領域と重なる領域に表示される画像の輝度と、他
の領域に表示される画像の輝度とを、これらの画素を同一階調で表示させた場合であって
も同程度にすることが可能となる。その結果、継ぎ目が視認されることによる表示品位の
低下を抑制することができる。
【００３３】
　より具体的には、例えば以下のような構成とすることができる。
【００３４】
　以下では、本発明の一態様の表示装置、及び表示装置に含まれる表示パネルについて、
図面を参照して説明する。
【００３５】
［表示パネル］
　図１（Ａ）は、本発明の一態様の表示装置に含まれる表示パネル１００の上面概略図で
ある。
【００３６】
　表示パネル１００は、表示領域１０１と、表示領域１０１に隣接して、可視光を透過す
る領域１１０と、可視光を遮光する部分を有する領域１２０と、を備える。図１（Ａ）で
は、表示パネル１００にＦＰＣ（Ｆｌｅｘｉｂｌｅ　Ｐｒｉｎｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）
１１２が設けられている例を示す。
【００３７】
　ここで、表示パネル１００は単体であっても表示領域１０１に画像を表示することがで
きる。そのため、表示パネル１００もまた表示装置の一態様である。
【００３８】
　表示領域１０１は、第１の領域１０２と、第２の領域１０３と、を有する。また表示領
域１０１は、マトリクス状に配置された複数の画素を含み、画像を表示することが可能で
ある。各画素には一つ以上の表示素子が設けられている。表示素子としては、代表的には
有機ＥＬなどの発光素子、または液晶素子等を用いることができる。
【００３９】
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　領域１１０には、例えば表示パネル１００を構成する一対の基板、及び当該一対の基板
に挟持された表示素子を封止するための封止材などが設けられていてもよい。このとき、
領域１１０に設けられる部材には、可視光に対して透光性を有する材料を用いる。
【００４０】
　領域１２０には、例えば表示領域１０１に含まれる画素に電気的に接続する配線が設け
られている。また、このような配線に加え、画素を駆動するための駆動回路（走査線駆動
回路、信号線駆動回路等）や、保護回路等の回路が設けられていてもよい。また、領域１
２０は、ＦＰＣ１１２と電気的に接続する端子（接続端子ともいう）や、当該端子と電気
的に接続する配線等が設けられている領域も含む。
【００４１】
［表示装置］
　本発明の一態様の表示装置１０は、上述した表示パネル１００を複数備える。図１（Ｂ
）では、３つの表示パネル１００を備える表示装置１０の上面概略図を示す。
【００４２】
　なお、以降では各々の表示パネル同士、各々の表示パネルに含まれる構成要素同士、ま
たは各々の表示パネルに関連する構成要素同士を区別して説明する場合、これらの符号の
後にアルファベットを付記する。また特に説明のない場合には、一部が互いに重ねて設け
られた複数の表示パネルのうち、最も下側（表示面側とは反対側）に配置される表示パネ
ル及びその構成要素等に対して「ａ」の符号を付記し、その上側に順に配置される一以上
の表示パネル及びその構成要素等に対しては、符号の後にアルファベットをアルファベッ
ト順に付記することとする。また、特に説明のない限り、複数の表示パネルを備える構成
を説明する場合であっても、各々の表示パネルまたは構成要素等に共通する事項を説明す
る場合には、アルファベットを省略して説明する。
【００４３】
　図１（Ｂ）に示す表示装置１０は、表示パネル１００ａ、表示パネル１００ｂ、及び表
示パネル１００ｃを備える。また図１（Ｂ）には、表示領域１０１ａ乃至１０１ｃ、領域
１１０ａ乃至１１０ｃ、領域１２０ａ乃至１２０ｃ、第１の領域１０２ａ乃至１０２ｃ、
第２の領域１０３ａ乃至１０３ｃ、ＦＰＣ１１２ｃ等を示している。
【００４４】
　表示パネル１００ｂは、その一部が表示パネル１００ａの上側（表示面側）に重ねて配
置されている。具体的には、表示パネル１００ａの表示領域１０１ａ内の第２の領域１０
３ａと、表示パネル１００ｂの可視光を透過する領域１１０ｂとが互いに重畳し、且つ、
表示パネル１００ａの表示領域１０１ａと、表示パネル１００ｂの可視光を遮光する領域
１２０ｂとが互いに重畳しないように配置されている。
【００４５】
　また、表示パネル１００ｃは、その一部が表示パネル１００ｂの上側（表示面側）に重
ねて配置されている。具体的には、表示パネル１００ｂの表示領域１０１ｂ内の第２の領
域１０３ｂと、表示パネル１００ｃの可視光を透過する領域１１０ｃとが互いに重畳し、
且つ、表示パネル１００ｂの表示領域１０１ｂと、表示パネル１００ｃの可視光を遮光す
る領域１２０ｃとが互いに重畳しないように配置されている。
【００４６】
　表示領域１０１ａの第２の領域１０３ａ上には、可視光を透過する領域１１０ｂが重畳
するため、表示領域１０１ａの全体を表示面側から視認することが可能となる。同様に、
表示領域１０１ｂの第２の領域１０３ｂも、領域１１０ｃが重畳するため、表示領域１０
１ｂの全体を表示面側から視認することができる。したがって、表示領域１０１ａ、表示
領域１０１ｂおよび表示領域１０１ｃが継ぎ目なく配置された領域を表示装置１０の表示
領域１１とすることが可能となる。
【００４７】
　さらに、表示領域１０１ａの第２の領域１０３ａ内の画素の開口率が、第１の領域１０
２ａ内の画素の開口率よりも高いため、表示パネル１００ｂの可視光を透過する領域１１
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０ｂと重なる第２の領域１０３ａの画素と、第１の領域１０２ａの画素とを、同一階調で
表示させた時に、第１の領域１０２ａからの光の強度と、領域１１０ｂを透過した第２の
領域１０３ａからの光の強度を同等にすることができる。その結果、表示パネル１００ａ
と表示パネル１００ｂとが重なる部分が視認されにくくなる。同様に、表示パネル１００
ｂと表示パネル１００ｃとが重なる部分も視認されにくくなる。したがって、表示装置１
０の表示領域１１には、継ぎ目のない良好な画像を表示することができる。
【００４８】
　ここで、図１（Ａ）に示す領域１１０の幅Ｗは、０．１ｍｍ以上２００ｍｍ以下、好ま
しくは０．５ｍｍ以上１５０ｍｍ以下、より好ましくは１ｍｍ以上１００ｍｍ以下、より
好ましくは２ｍｍ以上５０ｍｍ以下とすることが好ましい。領域１１０は封止領域として
の機能を有するため、領域１１０の幅Ｗが大きいほど表示パネル１００の端面と表示領域
１０１との距離を長くすることができ、外部から水などの不純物が表示領域１０１にまで
侵入することを効果的に抑制することができる。
【００４９】
　特に、本構成例では、表示領域１０１に隣接して領域１１０が設けられるため、領域１
１０の幅Ｗを適切な値に設定することが重要である。例えば、表示素子として有機ＥＬ素
子を用いた場合や、画素にトランジスタ（特に酸化物半導体を用いたトランジスタ）を用
いた場合などでは、領域１１０の幅Ｗを１ｍｍ以上とすることで、有機ＥＬ素子やトラン
ジスタの劣化を効果的に抑制することができ、信頼性を高めることができる。なお、領域
１１０ではない他の部分においても、表示領域１０１の端部と表示パネル１００の端面と
の距離が上述の範囲になるように設定することが好ましい。
【００５０】
　第１の領域１０２に設けられる画素の開口率と、第２の領域１０３に設けられる画素の
開口率との差は、第２の領域１０３の上部に設けられる表示パネルの可視光を透過する領
域１１０の透過率に応じて適宜設定すればよい。例えば、領域１１０の可視光領域（例え
ば波長４００ｎｍから波長７５０ｎｍの範囲）における透過率の平均値をＴａｖｅとした
とき、第２の領域１０３の画素の開口率を、第１の領域１０２の画素の開口率の１／Ｔａ

ｖｅ倍、またはその近傍（例えば－１５％以上１５％以下の範囲、好ましくは－１０％以
上１０％以下の範囲）の値になるように設定するとよい。
【００５１】
　または、画素が複数の色の副画素を有する場合には、全ての副画素の開口率を上記の値
に設定してもよいし、各々の副画素が発する光の波長に対する領域１１０の透過率に応じ
て、各々の副画素の開口率を個別に設定してもよい。例えば、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、
青色（Ｂ）の３色の副画素（副画素Ｒ、副画素Ｇ、副画素Ｂ）を有する場合において、領
域１１０の赤色の光（例えば波長７００ｎｍの光）に対する透過率をＴＲとしたときに、
第２の領域１０３の副画素Ｒの開口率を、第１の領域１０２の副画素Ｒの開口率の１／Ｔ

Ｒ倍またはその近傍の値になるように設定するとよい。また副画素Ｇ、副画素Ｂについて
も同様に設定すればよい。
【００５２】
　特に、可視光のうち短波長側の光ほど吸収されやすい傾向があるため、短波長の光を呈
する副画素の開口率を、これよりも長波長の光を呈する副画素の開口率よりも高く設定す
ることが好ましい。例えば、第２の領域１０３に設けられる３つの副画素のうち、青色を
呈する副画素Ｂの開口率を、他の副画素よりも高くすることが好ましい。
【００５３】
　図１（Ｂ）では、３つの表示パネルに全て同じ表示パネル１００を用いた場合を示して
いる。したがって、最も上部に位置する表示パネル１００ｃには、開口率の高い第２の領
域１０３ｃが視認される。したがって、表示装置１０の表示領域１１に画像等を表示した
ときに、輝度の高い部分が生じてしまう場合がある。
【００５４】
　そこで、開口率の高い第２の領域１０３上に、他の表示パネル１００の領域１１０が重
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ねて設けられない場合には、第２の領域１０３の輝度を低くすることが好ましい。例えば
、第２の領域１０３の表示面側に、領域１１０と同等の透過率を有する透光性の部材を重
ねて配置することができる。このとき、透光性の部材としてはフィルム形状または板状の
形状のいずれかの形状とすればよい。例えば、表示パネル１００の作製時に、領域１１０
と同様の積層構造を有する部材を同一基板上に同様の工程を経て形成し、これを切り離し
たものを用いることが好ましい。
【００５５】
　また、第２の領域１０３の輝度を低くする他の方法として、第２の領域１０３のみ表示
させる画像の階調を補正する画像処理を施してもよい。特に第１の領域１０２が表示でき
る最大輝度よりも、第２の領域１０３が表示できる最大輝度の方が高いため、階調を低く
する画像処理を行うことで、第１の領域１０２と第２の領域１０３とで、表示される画像
の輝度が等しくなるように補正することができる。
【００５６】
　または、第２の領域１０３に遮光性を有する部材を重ねて設け、第２の領域１０３に表
示される画像が視認されないようにする、または第２の領域１０３に画像を表示しないな
ど、最も表示面側に位置する表示パネル１００の第２の領域１０３を除く部分を表示装置
１０の表示領域１１としてもよい。
【００５７】
　または、画素の構成の異なる２以上の種類の表示パネルを使用し、開口率の高い第２の
領域１０３が露出しないようにしてもよい。例えば、表示パネル１００と、図２（Ａ）に
示すような、第２の領域１０３を有さない表示パネル１６０の２つを用いる。図２（Ｂ）
に示すように、最も上部に位置する表示パネルに表示パネル１６０を適用すればよい。
【００５８】
　上記では、一方向に複数の表示パネルを並べる場合について示したが、縦方向、及び横
方向の両方に複数の表示パネルを配置する構成としてもよい。
【００５９】
　図３（Ａ）には、図１等とは一部が異なる表示パネル１００の構成例を示している。図
３（Ａ）に示す表示パネル１００の表示領域１０１は、第１の領域１０２と、第１の領域
１０２よりも開口率の高い第２の領域１０３と、第２の領域１０３よりも開口率の高い第
３の領域１０４と、第３の領域１０４よりも開口率の高い第４の領域１０５と、を有して
いる。可視光に対して透光性を有する領域１１０は、表示領域１０１の隣接する２辺に沿
って設けられている。また、第２の領域１０３は、表示領域１０１の外周の４辺のうち、
隣接する２辺に沿って設けられている。第３の領域１０４及び第４の領域１０５は、それ
ぞれ表示領域１０１の角部に設けられている。
【００６０】
　図３（Ｂ）に、図３（Ａ）で例示した表示パネル１００を縦３つ、横３つ並べて配置し
た表示装置１０の例を示す。図３（Ｂ）に示す表示装置１０は、表示パネル１００ａ乃至
１００ｉを有する。なお説明を簡単にするために、図３（Ｂ）では可視光を遮光する領域
１２０や、ＦＰＣ１１２等を省略し、表示領域１１とその周辺に位置する可視光を透過す
る領域１１０の一部を示している。
【００６１】
　表示領域１１内には、各々の表示パネルの表示領域１０１が露出している部分と、表示
領域１０１上に１つの表示パネル１００が重なっている部分１６１と、表示領域１０１上
に２つの表示パネル１００が重なっている部分１６２と、表示領域１０１上に３つの表示
パネル１００が重なっている部分１６３とが存在する。
【００６２】
　部分１６１では、下部に設けられる表示パネル１００の第２の領域１０３と、上部に設
けられる表示パネル１００の可視光を透過する領域１１０とが互いに重ねて設けられてい
る。部分１６２では、下部に設けられる表示パネル１００の第３の領域１０４と、上部に
設けられる２つの表示パネル１００のそれぞれの可視光を透過する領域１１０とが互いに
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重ねて設けられている。部分１６３では、下部に設けられる表示パネル１００の第４の領
域１０５と、上部に設けられる３つの表示パネル１００のそれぞれの可視光を透過する領
域１１０とが互いに重ねて設けられている。
【００６３】
　このように、表示領域１０１内の位置によって上部に重なる表示パネル１００の数が異
なる部分が存在するように、複数の表示パネル１００を重ねて配置する場合には、その数
が多いほど画素の開口率がより高くなるように、表示領域１０１内に開口率の異なる複数
種類の画素を設けることが好ましい。
【００６４】
　また図３（Ｂ）において、表示装置１０が有する９枚の表示パネルのうち、最も下側に
位置する表示パネル１００ａとは反対側の２辺（右側の辺及び下側の辺）に沿って配置さ
れる表示パネル１００ｃ、１００ｆ、１００ｇ、１００ｈ及び１００ｉには、それぞれ他
の表示パネル１００の領域１１０が重ねて設けられない第２の領域１０３、第３の領域１
０４、または第４の領域１０５の少なくとも一が存在する。このような部分は画像を表示
した時に他の部分よりも輝度の高い部分となり得るため、上記と同様の方法により、輝度
を低くすることが好ましい。
【００６５】
　また、図３（Ｂ）中、破線で囲った部分は、第２の領域１０３よりも開口率の高い第３
の領域１０４または第４の領域１０５上に、１つの表示パネル１００の可視光を透過する
領域１１０が重なる部分である。そのため、この部分では画像を表示したときに他の部分
よりも輝度の高い部分となり得るため、上記と同様の方法により、輝度を低くすることが
好ましい。
【００６６】
　なお、図３（Ｂ）では、９つの表示パネルに同一の表示パネル１００を用いたが、表示
領域１０１内の画素の構成の異なる複数種類の表示パネルを用いて、開口率の高い領域が
露出しないようにしてもよい。例えば、図３（Ｃ）には、表示パネル１００ａと１００ｄ
は構成が等しく、表示パネル１００ｂと１００ｅは構成が等しく、表示パネル１００ｃと
１００ｆは構成が等しく、表示パネル１００ｇと１００ｈは構成が等しく、表示パネル１
００ｉは他とは異なる構成となるように、計５種類の表示パネル１００を用いた場合の例
を示している。
【００６７】
　また、上部に配置する表示パネル１００の位置をずらすことで、下部の表示パネル１０
０の表示領域１０１に重なる表示パネル１００の数を低減することもできる。
【００６８】
　図４（Ａ）では、表示パネル１００ｄ、１００ｅ及び１００ｆの３つを横方向にずらし
て配置した例を示している。このとき、表示領域１０１上に１つの表示パネル１００が重
なっている部分１６１と、表示領域１０１上に２つの表示パネル１００が重なっている部
分１６２の２種類が存在する。したがって、上記で例示した第４の領域１０５を形成する
必要がなく、設計の自由度を高めることができる。
【００６９】
　なお、上部に位置する表示パネル１００をずらして配置する場合には、各表示パネル１
００の表示領域１０１を組み合わせた領域の輪郭が矩形形状とは異なる形状となる。一般
的な画像は矩形形状である場合が多いため、図４（Ａ）に示すように、表示装置１０の表
示領域１１を矩形にする場合には、これよりも外側に位置する表示パネル１００の表示領
域１０１に画像を表示しないように駆動すればよい。このとき、画像を表示しない領域に
おける画素の数を考慮し、表示領域１１の全画素数を表示パネル１００の枚数で割った数
よりも多くの画素を、表示パネル１００の表示領域１０１に設ければよい。
【００７０】
　また、複数の表示パネル１００の重ね方を変えることにより、表示装置１０の表示領域
１１の形状を様々な形状にすることが可能である。例えば、図４（Ｂ）には、表示パネル
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１００を煉瓦状に配置することで、表示領域１１の輪郭形状が多角形である表示装置１０
を示している。
【００７１】
　なお、これに限られず、例えば、表示領域１１の輪郭形状を略円形、略楕円形、多角形
、または角部が丸みを帯びた多角形などとすることができる。なお、円形や楕円形など、
輪郭に曲線部を有する表示領域１１とする場合には、これよりも外側に位置する領域に画
像を表示しないように画素を駆動する、または当該領域を遮光性の部材で被覆すればよい
。
【００７２】
［表示パネルが有する画素について］
　以下では、表示パネル１００が有する画素について、図面を参照して説明する。
【００７３】
　図５（Ａ）は、以下で例示する表示パネル１００の上面概略図である。図５（Ａ）に示
す表示パネル１００は、第１の画素１７２を有する第１の領域１０２と、第１の画素１７
２よりも開口率の高い第２の画素１７３を有する第２の領域１０３と、を表示領域１０１
に有する。
【００７４】
　図５（Ｂ）は、第１の領域１０２および第２の領域１０３を表示面側から見たときの、
それぞれの拡大概略図である。
【００７５】
　第１の領域１０２は第１の画素１７２を有する。また第２の領域１０３は、第２の画素
１７３を有する。第１の画素１７２及び第２の画素１７３は、それぞれ副画素Ｒ、副画素
Ｇ、及び副画素Ｂを有する。副画素Ｒは代表的には赤色を呈する画素であり、副画素Ｇは
代表的には緑色を呈する画素であり、副画素Ｂは代表的には青色を呈する画素である。ま
たそれぞれの副画素と重なる領域に開口を有する遮光層１７１を有する。図５（Ｂ）に示
すように、第２の画素１７３が有するそれぞれの副画素の大きさは、第１の画素１７２が
有するそれぞれの副画素の大きさよりも大きい。
【００７６】
　図５（Ｃ）は、第１の画素１７２が有する１つの副画素、及び第２の画素１７３が有す
る１つの副画素のそれぞれの断面概略図を示している。
【００７７】
　図５（Ｃ）に示す各々の副画素は、トランジスタ１７５、絶縁層１７６、絶縁層１７７
、発光素子１８０、遮光層１７１、着色層１８５、及び封止層１８６を有する。発光素子
１８０は、反射性を有する電極１８１と、透光性を有する電極１８３と、電極１８１と電
極１８３との間に発光性の有機化合物を含むＥＬ層１８２と、を有する。電極１８１は、
絶縁層１７６に設けられた開口を介してトランジスタ１７５のソース又はドレインの一方
と電気的に接続している。絶縁層１７７は電極１８１の端部を覆って設けられ、且つ電極
１８１と重なる位置に開口を有する。電極１８１上の絶縁層１７７の開口の大きさは、発
光素子１８０の大きさと概略等しくなる。
【００７８】
　ここで、図５（Ｃ）では、遮光層１７１の開口の大きさが、第１の画素１７２の副画素
と、第２の画素１７３の副画素とで異なる場合を示している。すなわち、第１の画素１７
２の副画素において、遮光層１７１の一部が発光素子１８０の一部を覆う構成となってい
る。このような構成とすることで、遮光層１７１以外の部分を共通化することが可能なた
め、設計の自由度を高めることができる。また、遮光層１７１を形成するためのフォトマ
スクのみを変更することにより、上記で例示したような画素の構成の異なる表示パネルを
作製することが可能となる。
【００７９】
　図５（Ｃ）に示す断面において、第１の画素１７２の副画素と重なる遮光層１７１の開
口の幅Ｗ１よりも、第２の画素１７３の副画素と重なる遮光層１７１の開口の幅Ｗ２の方
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が大きい。なお、ここでは図５（Ｂ）に示すように、第２の画素１７３の副画素の形状（
ここでは、遮光層１７１の開口の形状）は、第１の画素１７２の各副画素の形状を縦方向
の幅と横方向の幅を概略同じ比率で拡大した形態を示しているがこれに限られず、少なく
とも任意の断面において、副画素の幅（例えば遮光層１７１の開口の幅）の異なる部分を
有していればよい。例えば、一方の画素の副画素の形状が、他方の画素の副画素の形状を
一方向に伸縮した形状であってもよい。
【００８０】
　また、ここでは画素が有する３つの副画素の大きさが同等であるように示しているが、
これに限られず、各々の副画素の大きさが（例えば発光素子１８０の大きさ）が異なって
いてもよい。また、ここでは第１の領域１０２と第２の領域１０３の間で、３つの副画素
の形状を同等の比率で伸縮させた場合を示したが、それぞれの副画素を伸縮させる比率を
変えてもよい。
【００８１】
　ここで、各副画素からの発光について説明する。トランジスタ１７５と発光素子１８０
とは直列に接続するため、トランジスタ１７５のソース－ドレイン間に流れる電流が発光
素子１８０に流れる。発光素子１８０に一定の電流を与えることで発光素子１８０から一
定の輝度の発光が得られる。第１の画素１７２では、遮光層１７１が発光素子１８０の一
部を覆っているため、発光素子１８０から表示面側に直進する光の一部が遮光層１７１に
より遮光される。一方、第２の画素１７３では、発光素子１８０から表示面側に直進する
光のほとんどが表示面側に射出される。したがって、各々の副画素を同一の電流で駆動し
た場合であっても、第１の画素１７２の副画素から発する光の強度よりも、第２の画素１
７３の副画素から発する光の強度の方が大きくなる。したがって、画素を駆動する回路（
トランジスタ１７５を含む）を共通化することが可能となる。
【００８２】
　なお、ここでは、表示パネル１００の表示領域１０１内に第１の領域１０２と第２の領
域１０３の２つの領域を有する場合を示したが、上述のように開口率の異なる３以上の領
域を有する構成としてもよい。例えば図６には、第１の画素１７２を有する第１の領域１
０２と、第１の画素１７２よりも開口率の高い第２の画素１７３を有する第２の領域１０
３と、第２の画素１７３よりも開口率の高い第３の画素１７４を有する第３の領域１０４
と、を有する構成の例を示している。
【００８３】
　また、表示領域１０１内の各領域に設けられる画素の構成も、上記に限られず様々な構
成とすることができる。
【００８４】
　図７（Ａ）は、第２の領域１０３内の画素１７３が有する各副画素において、副画素Ｂ
のみが第１の領域１０２内の画素１７２が有する副画素よりも大きい構成を示している。
このように、ある特定の副画素のみの開口率の大きさを変える構成としてもよい。
【００８５】
　また、図７（Ｂ）、図７（Ｃ）には、各々の画素がそれぞれ副画素Ｒ、副画素Ｇ、副画
素Ｂに加えて副画素Ｙを有する場合を示している。ここで副画素Ｙは代表的には黄色を呈
する画素である。このように４色以上の副画素を有する構成とすることで、消費電力を低
減することができる。なお、副画素Ｙに代えて白色を呈する副画素Ｗを用いてもよいし、
上記に副画素Ｗを加えた５色の副画素を有する画素としてもよい。
【００８６】
　また、図７（Ａ）－（Ｃ）や、図５、図６等に示すように副画素Ｒ、副画素Ｇ、副画素
Ｂ、副画素Ｙをストライプ状に配置する構成に限られない。例えば図７（Ｄ）には、副画
素Ｒ、副画素Ｇを一方向に交互に配置し、且つ副画素Ｂと副画素Ｙを一方向に交互に配置
する構成を示している。
【００８７】
　続いて断面構造について説明する。図５（Ｃ）では、遮光層１７１の大きさを異ならせ
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ることにより、開口率の異なる画素を形成する例を示したが、他の方法により開口率の異
なる画素を形成してもよい。
【００８８】
　図８（Ａ）は、図５（Ｃ）と同じように開口率の異なる２つの副画素の断面概略図を並
べて示した図である。図８（Ａ）に示す例では、２つの副画素の間で遮光層１７１の大き
さを異ならせるのではなく、絶縁層１７７が有する開口の大きさを異ならせることにより
、開口率の異なる２つの副画素を実現している。このような構成においても、絶縁層１７
７の形成時に用いるフォトマスクのみを変更することで、画素の構成の異なる表示パネル
を作製することが可能となる。
【００８９】
　なお、図８（Ａ）に示す構成では、発光素子１８０の面積が異なるため、発光素子１８
０に同じ電流を流した時の電流密度に差が生じることとなる。その結果、同じ電流で駆動
した場合に開口率の低い副画素が有する発光素子１８０の方が、発光輝度が高くなる場合
がある。したがって、開口率の異なる２つの副画素間で、発光素子１８０に流れる電流密
度を等しくするように駆動することが好ましい。
【００９０】
　また、図８（Ｂ）に示すように、絶縁層１７７の開口の大きさと、遮光層１７１の開口
の大きさの両方を異ならせることにより、開口率の異なる副画素を実現してもよい。この
ような構成とすることで、開口率の異なる副画素間の視野角依存性を同等なものとするこ
とができる。
【００９１】
　また、図５（Ｃ）、図８（Ａ）（Ｂ）では、主に発光素子１８０に白色光（例えば４５
０ｎｍから７００ｎｍの波長の範囲に２以上のピークを有する光、または４５０ｎｍから
７００ｎｍの波長の範囲に強度を有する光）を呈する発光素子を好適に適用する構成を示
している。発光素子１８０から発せられた白色光は着色層１８５を透過することにより、
特定の色の光が射出される。副画素間で異なる色の着色層１８５を設けることにより、フ
ルカラーの表示パネル１００を実現できる。
【００９２】
　なお、異なる色の副画素間で、異なる色の発光を呈する発光素子をそれぞれ形成するこ
とにより、フルカラーを実現してもよい。図８（Ｃ）では、赤色の光を呈するＥＬ層１８
２Ｒを含む発光素子１８０Ｒを有する副画素とした例を示している。このとき、ＥＬ層１
８２Ｒは赤色の光を発するため、図８（Ｃ）に示すように着色層１８５を設けない構成と
することもできる。
【００９３】
　また、上記では表示素子に発光素子を適用した場合を示したが、これに限られず、液晶
素子等の表示素子を用いてもよい。図９（Ａ）にはＶＡ（Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ａｌｉｇｎ
ｍｅｎｔ）モードが適用された液晶素子１９０を有する場合を示している。
【００９４】
　図９（Ａ）に示すそれぞれの副画素が有する液晶素子１９０は、トランジスタ１７５の
ソース又はドレインの一方と電気的に接続する電極１９１と、電極１９３と、電極１９１
と電極１９３の間に液晶１９２と、を有する。またここでは示さないが、液晶素子１９０
を間に挟む２枚の偏光板や、バックライト等の光源を有していてもよい。また図９（Ａ）
に示すように、絶縁層１７７上にはスペーサ１９６が設けられていてもよい。
【００９５】
　図９（Ａ）では、遮光層１７１の開口の大きさを異ならせることにより開口率の異なる
副画素を実現する例を示している。また、図９（Ｂ）では、遮光層１７１と絶縁層１７７
の両方の開口の大きさを異ならせることにより、開口率の異なる副画素を実現する例であ
る。液晶素子１９０は電界強度によって配向を制御できるため、液晶素子１９０の面積が
異なる場合であっても、電極間に同じ電圧を加えたときの液晶の配向をほぼ同等にするこ
とができる。したがって、各々の副画素を同一の電圧で駆動した場合であっても、液晶素
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子１９０の大きさに応じて、副画素を透過する光の強度を異ならせることができる。
【００９６】
　また、図９（Ｃ）では、ＦＦＳ（Ｆｒｉｎｇｅ　Ｆｉｅｌｄ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）モ
ードが適用された液晶素子１９０を有する場合を示している。図９（Ｃ）に示す液晶素子
１９０は、電極１９１と、電極１９１上に絶縁層１９４を介して設けられた櫛状の形状、
またはスリットが設けられた形状を有する電極１９３と、液晶１９２と、を有する。図９
（Ｃ）では、遮光層１７１と絶縁層１７７の両方の開口の大きさを異ならせるとともに、
電極１９３の形状を異ならせることで、開口率の異なる副画素を実現する例を示している
。
【００９７】
　なお、上記ではＶＡモードが適用された液晶素子、及びＦＦＳモードが適用された液晶
素子について示したが、そのほかにもＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）モード、
ＩＰＳ（Ｉｎ－Ｐｌａｎｅ－Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）モード、ＡＳＭ（Ａｘｉａｌｌｙ　Ｓ
ｙｍｍｅｔｒｉｃ　ａｌｉｇｎｅｄ　Ｍｉｃｒｏ－ｃｅｌｌ）モード、ＯＣＢ（Ｏｐｔｉ
ｃａｌｌｙ　Ｃｏｍｐｅｎｓａｔｅｄ　Ｂｉｒｅｆｒｉｎｇｅｎｃｅ）モード、ＦＬＣ（
Ｆｅｒｒｏｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ）モード、ＡＦＬＣ（Ａｎ
ｔｉＦｅｒｒｏｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ）モードなどを用いる
ことができる。
【００９８】
　また、液晶としては、サーモトロピック液晶、低分子液晶、高分子液晶、強誘電液晶、
反強誘電液晶、高分子分散型液晶（ＰＤＬＣ：Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｄｉｓｐｅｒｓｅｄ　Ｌ
ｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ）などを用いることができる。また、ブルー相を示す液晶を
使用すると、配向膜が不要であり、且つ広い視野角が得られるため好ましい。
【００９９】
［表示装置の他の構成例］
　続いて、表示パネル１００として、可撓性を有する表示パネルを適用した例について示
す。
【０１００】
　図１０（Ａ）は、以下で例示する表示装置に適用可能な表示パネル１００の例を示して
いる。図１０（Ａ）に示す表示パネル１００の表示領域１０１には、第１の領域１０２と
、第２の領域１０３と、第３の領域１０４と、を有している。
【０１０１】
　図１０（Ｂ）に、表示パネル１００を縦２つ、横２つ配置した表示装置１０の斜視概略
図を示している。また図１０（Ｃ）は、表示装置１０の表示面側とは反対側から見たとき
の斜視概略図である。また図１０（Ｂ）、（Ｃ）には、表示パネル１００ａ乃至１００ｄ
、表示領域１０１ａ乃至１０１ｄ、領域１１０ａ乃至１１０ｄ、領域１２０ｂ乃至１２０
ｄ、ＦＰＣ１１２ａ乃至１１２ｄ等を示している。
【０１０２】
　図１０（Ｂ）（Ｃ）において、表示パネル１００ａの表示領域１０１ａの短辺に沿った
領域と、表示パネル１００ｂの領域１１０ｂの一部が互いに重畳して設けられている。ま
た表示パネル１００ａの表示領域１０１ａの長辺に沿った領域と、表示パネル１００ｃの
領域１１０ｃの一部が互いに重畳して設けられている。また表示パネル１００ｄの領域１
１０ｄは、表示パネル１００ｂの表示領域１０１ｂの長辺に沿った領域、及び表示パネル
１００ｃの表示領域１０１ｃの短辺に沿った領域に重畳して設けられている。
【０１０３】
　したがって、図１０（Ｂ）に示すように、表示領域１０１ａ乃至１０１ｄが継ぎ目なく
配置された領域を表示装置１０の表示領域１１とすることが可能となる。なお、図１０（
Ｂ）では、開口率の高い領域が露出しないように、表示パネル１００ａ乃至１００ｄにそ
れぞれ画素の構成の異なる表示パネルを用いた場合を示している。
【０１０４】



(16) JP 2016-29464 A 2016.3.3

10

20

30

40

50

　ここで、表示パネル１００に用いる一対の基板に可撓性を有する材料を用い、表示パネ
ル１００が可撓性を有していることが好ましい。こうすることで、例えば図１０（Ｂ）（
Ｃ）中の表示パネル１００ａに示すように、表示パネル１００ａのＦＰＣ１１２ａの近傍
を湾曲させ、表示パネル１００ｂの表示領域１０１ｂの下側に、表示パネル１００ａの一
部、及びＦＰＣ１１２ａの一部を配置することができる。その結果、ＦＰＣ１１２ａを表
示パネル１００ｂの裏面と物理的に干渉することなく配置することができる。また、表示
パネル１００ａと表示パネル１００ｂとを重ねて固定する場合に、ＦＰＣ１１２ａの厚さ
を考慮する必要がないため、表示パネル１００ｂの領域１１０ｂの上面と、表示パネル１
００ａの上面との高さの差を低減できる。その結果、表示領域１０１ａ上に位置する表示
パネル１００ｂの端部を目立たなくすることができる。
【０１０５】
　さらに、各表示パネル１００に可撓性を持たせることで、表示パネル１００ｂの表示領
域１０１ｂにおける上面の高さを、表示パネル１００ａの表示領域１０１ａにおける上面
の高さと一致するように、表示パネル１００ｂを緩やかに湾曲させることができる。その
ため、表示パネル１００ａと表示パネル１００ｂとが重畳する領域近傍を除き、各表示領
域の高さを揃えることが可能で、表示装置１０の表示領域１１に表示する画像の表示品位
を高めることができる。
【０１０６】
　上記では、表示パネル１００ａと表示パネル１００ｂの関係を例に説明したが、隣接す
る２の表示パネル間（例えば表示パネル１００ｃと表示パネル１００ｄの間）においても
同様の効果を奏する。
【０１０７】
　また、隣接する２つの表示パネル１００間の段差を軽減するため、表示パネル１００の
厚さは薄いほうが好ましい。例えば表示パネル１００の厚さを１ｍｍ以下、好ましくは３
００μｍ以下、より好ましくは１００μｍ以下とすることが好ましい。
【０１０８】
　図１１（Ａ）は、２つの表示パネル１００を貼り合せた際の断面概略図である。図１１
（Ａ）では、ＦＰＣ１１２ａが表示パネル１００ａの表示面側に、またＦＰＣ１１２ｂが
表示パネル１００ｂの表示面側に、それぞれ接続されている例を示している。
【０１０９】
　また、図１１（Ｂ）に示すように、ＦＰＣ１１２ａおよびＦＰＣ１１２ｂが表示パネル
１００ａまたは表示パネル１００ｂの表示面側とは反対側に接続される構成としてもよい
。このような構成とすることで、下側に配置される表示パネル１００ａの端部を表示パネ
ル１００ｂの裏面に貼り付けることが可能なため、これらの接着面積を大きくでき、貼り
合せ部分の機械的強度を高めることができる。
【０１１０】
　また、図１１（Ｃ）および図１１（Ｄ）に示すように、表示パネル１００ａおよび表示
パネル１００ｂの上面を覆って、透光性を有する樹脂層１３１を設ける構成としてもよい
。具体的には、表示パネル１００ａおよび表示パネル１００ｂの各々の表示領域と、表示
パネル１００ａと表示パネル１００ｂとが重畳する領域とを覆って、樹脂層１３１を設け
ることが好ましい。
【０１１１】
　樹脂層１３１を複数の表示パネル１００に亘って設けることで、表示装置１０の機械的
強度を高めることができる。また、樹脂層１３１の表面が平坦になるように形成すると、
表示領域１１に表示される画像の表示品位を高めることができる。例えば、スリットコー
タ、カーテンコータ、グラビアコータ、ロールコータ、スピンコータなどのコーティング
装置を用いると、平坦性の高い樹脂層１３１を形成することができる。
【０１１２】
　また樹脂層１３１は、表示パネル１００の表示面側に用いる基板との屈折率の差が２０
％以下、好ましくは１０％以下、より好ましくは５％以下であることが好ましい。このよ
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うな屈折率を有する樹脂層１３１を用いることで、光を効率よく外部に取り出すことがで
きる。また、このような屈折率を有する樹脂層１３１を表示パネル１００ａと表示パネル
１００ｂとの段差部を覆うように設けることで、当該段差部が視認しにくくなるため、表
示装置１０の表示領域１１に表示される画像の表示品位を高めることができる。
【０１１３】
　樹脂層１３１に用いる材料としては、例えば、エポキシ樹脂、アラミド樹脂、アクリル
樹脂、ポリイミド樹脂、ポリアミド樹脂、ポリアミドイミド樹脂等の有機樹脂を用いるこ
とができる。
【０１１４】
　また、図１２（Ａ）、（Ｂ）に示すように、樹脂層１３１を介して表示装置１０上に保
護基板１３２を設けることが好ましい。このとき、樹脂層１３１は表示装置１０と保護基
板１３２とを接着する接着層としての機能を有していてもよい。保護基板１３２により、
表示装置１０の表面を保護するだけでなく、表示装置１０の機械的強度を高めることがで
きる。保護基板１３２としては、少なくとも表示領域１１と重なる領域に透光性を有する
材料を用いる。また、保護基板１３２は表示領域１１と重なる領域以外の領域が視認され
ないように、遮光性を備えていてもよい。
【０１１５】
　保護基板１３２は、タッチパネルとしての機能を有していてもよい。また表示パネル１
００が可撓性を有し、湾曲可能な場合には、保護基板１３２も同様に可撓性を有している
ことが好ましい。
【０１１６】
　また、保護基板１３２は、表示パネル１００の表示面側に用いる基板、または樹脂層１
３１との屈折率の差が２０％以下、好ましくは１０％以下、より好ましくは５％以下であ
ることが好ましい。
【０１１７】
　保護基板１３２としては、フィルム状のプラスチック基板、例えば、ポリイミド（ＰＩ
）、アラミド、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリエーテルスルホン（ＰＥＳ
）、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）、ポリカーボネート（ＰＣ）、ナイロン、ポリ
エーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）、ポリスルホン（ＰＳＦ）、ポリエーテルイミド（
ＰＥＩ）、ポリアリレート（ＰＡＲ）、ポリブチレンテレフタレート（ＰＢＴ）、シリコ
ーン樹脂などのプラスチック基板を用いることができる。また、保護基板１３２は、可撓
性を有することが好ましい。また、保護基板１３２は、繊維なども含み、例えばプリプレ
グなども含むものとする。また、基材は、樹脂フィルムに限定されず、パルプを連続シー
ト加工した透明な不織布や、フィブロインと呼ばれるたんぱく質を含む人工くも糸繊維を
含むシートや、これらと樹脂とを混合させた複合体、繊維幅が４ｎｍ以上１００ｎｍ以下
のセルロース繊維からなる不織布と樹脂膜の積層体、人工くも糸繊維を含むシートと樹脂
膜の積層体を用いてもよい。
【０１１８】
　また、図１２（Ｃ）、（Ｄ）に示すように、表示パネル１００ａおよび表示パネル１０
０ｂの表示面側とは反対側の面に樹脂層１３３と、樹脂層１３３を介して保護基板１３４
を設ける構成としてもよい。このように、表示パネル１００ａおよび表示パネル１００ｂ
を２枚の保護基板によって挟む構成とすることで、表示装置１０の機械的強度をさらに高
めることができる。また樹脂層１３１および樹脂層１３３を同等の厚さとし、保護基板１
３２および保護基板１３４に同一の厚さの材料を用いることで、複数の表示パネル１００
をこれら積層体の中央部に配置することができる。例えば表示パネル１００を含む積層体
を湾曲させる際には、表示パネル１００が厚さ方向における中央部に位置することで、湾
曲に伴って表示パネル１００にかかる横方向の応力が緩和され、破損を防止することがで
きる。
【０１１９】
　また、図１２（Ｃ）、（Ｄ）に示すように、表示パネル１００ａおよび表示パネル１０
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０ｂの裏面側に配置される樹脂層１３３および保護基板１３４には、ＦＰＣ１１２ａを取
り出すための開口部を設けることが好ましい。またこのとき、樹脂層１３３をＦＰＣ１１
２ａの一部を覆って設けると、表示パネル１００ａとＦＰＣ１１２ａとの接続部における
機械的強度を高めることができ、ＦＰＣ１１２ａが剥がれてしまうなどの不具合を抑制で
きる。同様に、ＦＰＣ１１２ｂの一部を覆って樹脂層１３３を設けることが好ましい。
【０１２０】
　なお、表示面側とは反対側に設けられる樹脂層１３３および保護基板１３４は、必ずし
も透光性を有している必要はなく、可視光を吸収または反射する材料を用いてもよい。樹
脂層１３３と樹脂層１３１、または保護基板１３４と保護基板１３２に同一の材料を共通
して用いると、作製コストを低減することができる。
【０１２１】
［可視光を透過する領域、可視光を遮光する領域の構成例］
　続いて、表示パネル１００の可視光を透過する領域１１０及びその近傍、並びに可視光
を遮光する領域１２０及びその近傍の構成例について説明する。
【０１２２】
　図１３（Ａ）は、図１０（Ａ）における領域Ｐを拡大した上面概略図であり、図１３（
Ｂ）は領域Ｑを拡大した上面概略図である。
【０１２３】
　図１３（Ａ）に示すように、表示領域１０１には複数の画素１４１がマトリクス状に配
置されている。赤、青、緑の３色を用いてフルカラー表示が可能な表示パネル１００とす
る場合では、画素１４１は上記３色のうちいずれかを表示することのできる副画素に対応
する。また上記３色に加えて白や黄色を表示することのできる副画素を設けてもよい。画
素１４１を含む領域が表示領域１０１に相当する。
【０１２４】
　一つの画素１４１には配線１４２ａ及び配線１４２ｂが電気的に接続されている。複数
の配線１４２ａのそれぞれは配線１４２ｂと交差し、回路１４３ａと電気的に接続されて
いる。また複数の配線１４２ｂは回路１４３ｂと電気的に接続されている。回路１４３ａ
および回路１４３ｂのうち一方が走査線駆動回路として機能する回路であり、他方が信号
線駆動回路として機能する回路とすることができる。なお、回路１４３ａおよび回路１４
３ｂのいずれか一方、または両方を設けない構成としてもよい。
【０１２５】
　図１３（Ａ）では、回路１４３ａまたは回路１４３ｂに電気的に接続する複数の配線１
４５が設けられている。配線１４５は図示しない領域でＦＰＣ１１２と電気的に接続され
、外部からの信号を回路１４３ａおよび回路１４３ｂに供給する機能を有する。
【０１２６】
　図１３（Ａ）において、回路１４３ａ、回路１４３ｂ、複数の配線１４５等を含む領域
が、可視光を遮光する領域１２０に相当する。
【０１２７】
　図１３（Ｂ）において、最も端に設けられる画素１４１よりも外側の領域が可視光を透
過する領域１１０に相当する。領域１１０は、画素１４１、配線１４２ａおよび配線１４
２ｂ等の可視光を遮光する部材を有していない。なお、画素１４１の一部、配線１４２ａ
または配線１４２ｂが可視光に対して透光性を有する場合には、領域１１０にまで延在し
て設けられていてもよい。
【０１２８】
　ここで、領域１１０の幅Ｗは、表示パネル１００に設けられる領域１１０のうち、最も
狭い幅を指す場合もある。領域１１０の幅Ｗが場所によって異なる場合には、最も短い長
さを幅Ｗとすることができる。なお、図１３（Ｂ）では画素１４１から基板の端面までの
距離（すなわち領域１１０の幅Ｗ）が、図面縦方向と横方向とで同一である場合を示して
いる。
【０１２９】
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　図１３（Ｃ）は図１３（Ｂ）中の切断線Ａ１－Ａ２における断面概略図である。表示パ
ネル１００は、それぞれ透光性を有する一対の基板（基板１５１、基板１５２）を有する
。また基板１５１と基板１５２は接着層１５３によって接着されている。ここで、画素１
４１や配線１４２ｂ等が形成されている側の基板を基板１５１とする。
【０１３０】
　図１３（Ｂ）（Ｃ）に示すように、画素１４１が表示領域１０１の最も端に位置する場
合には、可視光を透過する領域１１０の幅は、基板１５１または基板１５２の端部から画
素１４１の端部までの長さとなる。
【０１３１】
　なお、画素１４１の端部とは、画素１４１に含まれ可視光を遮光する部材のうち、もっ
とも端に位置する部材の端部を指す。また画素１４１として一対の電極間に発光性の有機
化合物を含む層を備える発光素子（有機ＥＬ素子ともいう）を用いた場合には、画素１４
１の端部は下部電極の端部、発光性の有機化合物を含む層の端部、上部電極の端部のいず
れかであってもよい。
【０１３２】
　図１４（Ａ）には、図１３（Ｂ）に対して、配線１４２ａの位置が異なる場合について
示している。また図１４（Ｂ）は図１４（Ａ）中の切断線Ｂ１－Ｂ２における断面概略図
であり、図１４（Ｃ）は図１４（Ａ）中の切断線Ｃ１－Ｃ２における断面概略図である。
【０１３３】
　図１４（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）に示すように、表示領域１０１の最も端に配線１４２ａが位
置する場合には、可視光を透過する領域１１０の幅Ｗは、基板１５１または基板１５２の
端部から配線１４２ａの端部までの長さとなる。なお、配線１４２ａが可視光に対して透
光性を有する場合には、配線１４２ａが設けられる領域は領域１１０に含まれていてもよ
い。
【０１３４】
　なお、本発明の一態様は、これらに限定されない。例えば、複数の表示パネル１００を
重ねて配置する場合には、その数が多いほど画素の開口率がより高くなるようにした場合
の例を示したが、それぞれの画素の開口率が高くなるようにしなくてもよい場合もある。
例えば、それぞれの画素の開口率が同じになるようにしてもよい場合もある。例えば、そ
れぞれの画素が発光する輝度が異なるようにしてもよい。例えば複数の表示パネルが上に
重なっている画素においては、その画素が発光する輝度が高くなるようにしてもよい。そ
の結果、表示を閲覧する人には、表示パネルが重なっているところと、重なっていないと
ころとで、同じ輝度で表示しているように見せることができる。
【０１３５】
　本実施の形態は、少なくともその一部を本明細書中に記載する他の実施の形態と適宜組
み合わせて実施することができる。
【０１３６】
（実施の形態２）
　本実施の形態では、本発明の一態様の表示装置に適用可能な表示パネルについて図面を
参照して説明する。ここでは、表示パネルの例として、タッチセンサとしての機能を備え
るタッチパネルについて説明する。
【０１３７】
　図１５（Ａ）は本発明の一態様の表示装置に適用可能なタッチパネルの構造を説明する
上面図である。図１５（Ｂ）は図１５（Ａ）の切断線Ａ－Ｂおよび切断線Ｃ－Ｄにおける
断面図である。図１５（Ｃ）は図１５（Ａ）の切断線Ｅ－Ｆにおける断面図である。
【０１３８】
［上面図の説明］
　本実施の形態で例示するタッチパネル３００は表示部３０１を有する（図１５（Ａ）参
照）。
【０１３９】
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　表示部３０１は、複数の画素３０２と複数の撮像画素３０８を備える。撮像画素３０８
は表示部３０１に触れる指等を検知することができる。これにより、撮像画素３０８を用
いてタッチセンサを構成することができる。
【０１４０】
　画素３０２は、複数の副画素（例えば副画素３０２Ｒ）を備え、副画素は発光素子およ
び発光素子を駆動する電力を供給することができる画素回路を備える。
【０１４１】
　画素回路は、選択信号を供給することができる配線および画像信号を供給することがで
きる配線と、電気的に接続される。
【０１４２】
　また、タッチパネル３００は選択信号を画素３０２に供給することができる走査線駆動
回路３０３ｇ（１）と、画像信号を画素３０２に供給することができる画像信号線駆動回
路３０３ｓ（１）を備える。
【０１４３】
　撮像画素３０８は、光電変換素子および光電変換素子を駆動する撮像画素回路を備える
。
【０１４４】
　撮像画素回路は、制御信号を供給することができる配線および電源電位を供給すること
ができる配線と電気的に接続される。
【０１４５】
　制御信号としては、例えば記録された撮像信号を読み出す撮像画素回路を選択すること
ができる信号、撮像画素回路を初期化することができる信号、および撮像画素回路が光を
検知する時間を決定することができる信号などを挙げることができる。
【０１４６】
　タッチパネル３００は制御信号を撮像画素３０８に供給することができる撮像画素駆動
回路３０３ｇ（２）と、撮像信号を読み出す撮像信号線駆動回路３０３ｓ（２）を備える
。
【０１４７】
　タッチパネル３００は、表示部３０１の２辺に沿って可視光を透過する領域１１０を備
える。
【０１４８】
［断面図の説明］
　タッチパネル３００は、基板３１０および基板３１０に対向する対向基板３７０を有す
る（図１５（Ｂ）参照）。
【０１４９】
　基板３１０は、可撓性を有する基板３１０ｂ、不純物の発光素子への拡散を防ぐバリア
膜３１０ａおよび基板３１０ｂとバリア膜３１０ａを貼り合わせる接着層３１０ｃが積層
された積層体である。
【０１５０】
　対向基板３７０は、可撓性を有する基板３７０ｂ、不純物の発光素子への拡散を防ぐバ
リア膜３７０ａおよび基板３７０ｂとバリア膜３７０ａを貼り合わせる接着層３７０ｃの
積層体である（図１５（Ｂ）参照）。
【０１５１】
　封止材３６０は対向基板３７０と基板３１０を貼り合わせている。また、封止材３６０
は空気より大きい屈折率を備える。封止材３６０は封止材３６０を挟む２つの部材（ここ
では対向基板３７０と基板３１０）を光学的に接合する層（以下、光学接合層ともいう）
としても機能する。画素回路および発光素子（例えば発光素子３５０Ｒ）は基板３１０と
対向基板３７０の間にある。
【０１５２】
〔画素の構成〕



(21) JP 2016-29464 A 2016.3.3

10

20

30

40

50

　画素３０２は、副画素３０２Ｒ、副画素３０２Ｇおよび副画素３０２Ｂを有する（図１
５（Ｃ）参照）。また、副画素３０２Ｒは発光モジュール３８０Ｒを備え、副画素３０２
Ｇは発光モジュール３８０Ｇを備え、副画素３０２Ｂは発光モジュール３８０Ｂを備える
。
【０１５３】
　例えば副画素３０２Ｒは、発光素子３５０Ｒおよび発光素子３５０Ｒに電力を供給する
ことができるトランジスタ３０２ｔを含む画素回路を備える（図１５（Ｂ）参照）。また
、発光モジュール３８０Ｒは発光素子３５０Ｒおよび光学素子（例えば着色層３６７Ｒ）
を備える。
【０１５４】
　発光素子３５０Ｒは、下部電極３５１Ｒ、上部電極３５２、下部電極３５１Ｒと上部電
極３５２の間に発光性の有機化合物を含む層３５３を有する（図１５（Ｃ）参照）。
【０１５５】
　発光性の有機化合物を含む層３５３は、発光ユニット３５３ａ、発光ユニット３５３ｂ
および発光ユニット３５３ａと発光ユニット３５３ｂの間に中間層３５４を備える。
【０１５６】
　発光モジュール３８０Ｒは、着色層３６７Ｒを対向基板３７０に有する。着色層は特定
の波長を有する光を透過するものであればよく、例えば赤色、緑色または青色等を呈する
光を選択的に透過するものを用いることができる。または、発光素子の発する光をそのま
ま透過する領域を設けてもよい。
【０１５７】
　例えば、発光モジュール３８０Ｒは、発光素子３５０Ｒと着色層３６７Ｒに接する封止
材３６０を有する。
【０１５８】
　着色層３６７Ｒは発光素子３５０Ｒと重なる位置にある。これにより、発光素子３５０
Ｒが発する光の一部は、光学接合層を兼ねる封止材３６０および着色層３６７Ｒを透過し
て、図中の矢印に示すように発光モジュール３８０Ｒの外部に射出される。
【０１５９】
　なお、ここでは、表示素子として、発光素子を用いた場合の例を示したが、本発明の一
態様は、これに限定されない。
【０１６０】
　例えば、本明細書等において、表示素子、表示素子を有する装置である表示装置または
表示パネル、発光素子、及び発光素子を有する装置である発光装置は、様々な形態を用い
ること、又は様々な素子を有することができる。表示素子、表示装置、表示パネル、発光
素子又は発光装置は、例えば、ＥＬ（エレクトロルミネッセンス）素子（有機物及び無機
物を含むＥＬ素子、有機ＥＬ素子、無機ＥＬ素子）、ＬＥＤ（白色ＬＥＤ、赤色ＬＥＤ、
緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤなど）、トランジスタ（電流に応じて発光するトランジスタ）、
電子放出素子、液晶素子、電子インク、電気泳動素子、グレーティングライトバルブ（Ｇ
ＬＶ）、プラズマディスプレイ（ＰＤＰ）、ＭＥＭＳ（マイクロ・エレクトロ・メカニカ
ル・システム）を用いた表示素子、デジタルマイクロミラーデバイス（ＤＭＤ）、ＤＭＳ
（デジタル・マイクロ・シャッター）、ＭＩＲＡＳＯＬ（登録商標）、ＩＭＯＤ（インタ
ーフェアレンス・モジュレーション）素子、シャッター方式のＭＥＭＳ表示素子、光干渉
方式のＭＥＭＳ表示素子、エレクトロウェッティング素子、圧電セラミックディスプレイ
、カーボンナノチューブを用いた表示素子などの少なくとも一を有している。これらの他
にも、電気的または磁気的作用により、コントラスト、輝度、反射率、透過率などが変化
する表示媒体を有していてもよい。ＥＬ素子を用いた表示装置の一例としては、ＥＬディ
スプレイなどがある。電子放出素子を用いた表示装置の一例としては、フィールドエミッ
ションディスプレイ（ＦＥＤ）又はＳＥＤ方式平面型ディスプレイ（ＳＥＤ：Ｓｕｒｆａ
ｃｅ－ｃｏｎｄｕｃｔｉｏｎ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎ－ｅｍｉｔｔｅｒ　Ｄｉｓｐｌａｙ）な
どがある。液晶素子を用いた表示装置の一例としては、液晶ディスプレイ（透過型液晶デ
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ィスプレイ、半透過型液晶ディスプレイ、反射型液晶ディスプレイ、直視型液晶ディスプ
レイ、投射型液晶ディスプレイ）などがある。電子インク、電子粉流体（登録商標）、又
は電気泳動素子を用いた表示装置の一例としては、電子ペーパなどがある。なお、半透過
型液晶ディスプレイや反射型液晶ディスプレイを実現する場合には、画素電極の一部、ま
たは、全部が、反射電極としての機能を有するようにすればよい。例えば、画素電極の一
部、または、全部が、アルミニウム、銀、などを有するようにすればよい。さらに、その
場合、反射電極の下に、ＳＲＡＭなどの記憶回路を設けることも可能である。これにより
、さらに、消費電力を低減することができる。なお、ＬＥＤを用いる場合、ＬＥＤの電極
や窒化物半導体の下に、グラフェンやグラファイトを配置してもよい。グラフェンやグラ
ファイトは、複数の層を重ねて、多層膜としてもよい。このように、グラフェンやグラフ
ァイトを設けることにより、その上に、窒化物半導体、例えば、結晶を有するｎ型ＧａＮ
半導体層などを容易に成膜することができる。さらに、その上に、結晶を有するｐ型Ｇａ
Ｎ半導体層などを設けて、ＬＥＤを構成することができる。なお、グラフェンやグラファ
イトと、結晶を有するｎ型ＧａＮ半導体層との間に、ＡｌＮ層を設けてもよい。なお、Ｌ
ＥＤが有するＧａＮ半導体層は、ＭＯＣＶＤで成膜してもよい。ただし、グラフェンを設
けることにより、ＬＥＤが有するＧａＮ半導体層は、スパッタ法で成膜することも可能で
ある。
【０１６１】
〔タッチパネルの構成〕
　タッチパネル３００は、遮光層３６７ＢＭを対向基板３７０に有する。遮光層３６７Ｂ
Ｍは、着色層（例えば着色層３６７Ｒ）を囲むように設けられている。
【０１６２】
　タッチパネル３００は、反射防止層３６７ｐを表示部３０１に重なる位置に備える。反
射防止層３６７ｐとして、例えば円偏光板を用いることができる。
【０１６３】
　タッチパネル３００は、絶縁膜３２１を備える。絶縁膜３２１はトランジスタ３０２ｔ
を覆っている。なお、絶縁膜３２１は画素回路に起因する凹凸を平坦化するための層とし
て用いることができる。また、不純物のトランジスタ３０２ｔ等への拡散を抑制すること
ができる層が積層された絶縁膜を、絶縁膜３２１に適用することができる。
【０１６４】
　タッチパネル３００は、発光素子（例えば発光素子３５０Ｒ）を絶縁膜３２１上に有す
る。
【０１６５】
　タッチパネル３００は、下部電極３５１Ｒの端部に重なる隔壁３２８を絶縁膜３２１上
に有する（図１５（Ｃ）参照）。また、基板３１０と対向基板３７０の間隔を制御するス
ペーサ３２９を、隔壁３２８上に有する。
【０１６６】
〔画像信号線駆動回路の構成〕
　画像信号線駆動回路３０３ｓ（１）は、トランジスタ３０３ｔおよび容量３０３ｃを含
む。なお、駆動回路は画素回路と同一の工程で同一基板上に形成することができる。図１
５（Ｂ）に示すようにトランジスタ３０３ｔは絶縁膜３２１上に第２のゲートを有してい
てもよい。第２のゲートはトランジスタ３０３ｔのゲートと電気的に接続されていてもよ
いし、これらに異なる電位が与えられていてもよい。また、必要であれば、第２のゲート
をトランジスタ３０８ｔ、トランジスタ３０２ｔ等に設けてもよい。
【０１６７】
〔撮像画素の構成〕
　撮像画素３０８は、光電変換素子３０８ｐおよび光電変換素子３０８ｐに照射された光
を検知するための撮像画素回路を備える。また、撮像画素回路は、トランジスタ３０８ｔ
を含む。
【０１６８】
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　例えばｐｉｎ型のフォトダイオードを光電変換素子３０８ｐに用いることができる。
【０１６９】
〔他の構成〕
　タッチパネル３００は、信号を供給することができる配線３１１を備え、端子３１９が
配線３１１に設けられている。なお、画像信号および同期信号等の信号を供給することが
できるＦＰＣ３０９（１）が端子３１９に電気的に接続されている。
【０１７０】
　なお、ＦＰＣ３０９（１）にはプリント配線基板（ＰＷＢ）が取り付けられていてもよ
い。
【０１７１】
　同一の工程で形成されたトランジスタを、トランジスタ３０２ｔ、トランジスタ３０３
ｔ、トランジスタ３０８ｔ等のトランジスタに適用できる。
【０１７２】
　トランジスタの構成としては、ボトムゲート型、トップゲート型等の構造を有するトラ
ンジスタを適用できる。
【０１７３】
　トランジスタのゲート、ソースおよびドレインのほか、タッチパネルを構成する各種配
線および電極に用いることのできる材料としては、アルミニウム、チタン、クロム、ニッ
ケル、銅、イットリウム、ジルコニウム、モリブデン、銀、タンタル、またはタングステ
ンなどの金属、またはこれを主成分とする合金を単層構造または積層構造として用いる。
例えば、シリコンを含むアルミニウム膜の単層構造、チタン膜上にアルミニウム膜を積層
する二層構造、タングステン膜上にアルミニウム膜を積層する二層構造、銅－マグネシウ
ム－アルミニウム合金膜上に銅膜を積層する二層構造、チタン膜上に銅膜を積層する二層
構造、タングステン膜上に銅膜を積層する二層構造、チタン膜または窒化チタン膜と、そ
のチタン膜または窒化チタン膜上に重ねてアルミニウム膜または銅膜を積層し、さらにそ
の上にチタン膜または窒化チタン膜を形成する三層構造、モリブデン膜または窒化モリブ
デン膜と、そのモリブデン膜または窒化モリブデン膜上に重ねてアルミニウム膜または銅
膜を積層し、さらにその上にモリブデン膜または窒化モリブデン膜を形成する三層構造等
がある。なお、酸化インジウム、酸化錫または酸化亜鉛を含む透明導電材料を用いてもよ
い。また、マンガンを含む銅を用いると、エッチングによる形状の制御性が高まるため好
ましい。
【０１７４】
　トランジスタ３０２ｔ、トランジスタ３０３ｔ、トランジスタ３０８ｔ等のトランジス
タのチャネルが形成される半導体に、酸化物半導体を適用することが好ましい。特にシリ
コンよりもバンドギャップの大きな酸化物半導体を適用することが好ましい。シリコンよ
りもバンドギャップが広く、且つキャリア密度の小さい半導体材料を用いると、トランジ
スタのオフ状態における電流を低減できるため好ましい。
【０１７５】
　例えば、上記酸化物半導体として、少なくともインジウム（Ｉｎ）もしくは亜鉛（Ｚｎ
）を含むことが好ましい。より好ましくは、Ｉｎ－Ｍ－Ｚｎ系酸化物（ＭはＡｌ、Ｔｉ、
Ｇａ、Ｇｅ、Ｙ、Ｚｒ、Ｓｎ、Ｌａ、ＣｅまたはＨｆ等の金属）で表記される酸化物を含
む。
【０１７６】
　特に、半導体層として、複数の結晶部を有し、当該結晶部はｃ軸が半導体層の被形成面
、または半導体層の上面に対し垂直に配向し、且つ隣接する結晶部間には粒界を有さない
酸化物半導体膜を用いることが好ましい。
【０１７７】
　このような酸化物半導体は、結晶粒界を有さないために表示パネルを湾曲させたときの
応力によって酸化物半導体膜にクラックが生じてしまうことが抑制される。したがって、
可撓性を有し、湾曲させて用いる表示パネルなどに、このような酸化物半導体を好適に用
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いることができる。
【０１７８】
　半導体層としてこのような材料を用いることで、電気特性の変動が抑制され、信頼性の
高いトランジスタを実現できる。
【０１７９】
　また、その低いオフ電流により、トランジスタを介して容量に蓄積した電荷を長期間に
亘って保持することが可能である。このようなトランジスタを画素に適用することで、各
表示領域に表示した画像の階調を維持しつつ、駆動回路を停止することも可能となる。そ
の結果、極めて消費電力の低減された表示装置を実現できる。
【０１８０】
　または、トランジスタ３０２ｔ、トランジスタ３０３ｔ、トランジスタ３０８ｔ等のト
ランジスタのチャネルが形成される半導体に、シリコンを用いることが好ましい。シリコ
ンとしてアモルファスシリコンを用いてもよいが、特に結晶性を有するシリコンを用いる
ことが好ましい。例えば、微結晶シリコン、多結晶シリコン、単結晶シリコンなどを用い
ることが好ましい。特に、多結晶シリコンは、単結晶シリコンに比べて低温で形成でき、
且つアモルファスシリコンに比べて高い電界効果移動度と高い信頼性を備える。このよう
な多結晶半導体を画素に適用することで画素の開口率を向上させることができる。また極
めて高精細に画素を有する場合であっても、ゲート駆動回路とソース駆動回路を画素と同
一基板上に形成することが可能となり、電子機器を構成する部品数を低減することができ
る。
【０１８１】
　ここで、可撓性を有する発光パネルを形成する方法について説明する。
【０１８２】
　ここでは便宜上、画素や駆動回路を含む構成、カラーフィルタ等の光学部材を含む構成
、タッチセンサ回路を含む構成、またはそのほかの機能性部材を含む構成を素子層と呼ぶ
こととする。素子層は例えば表示素子を含み、表示素子のほかに表示素子と電気的に接続
する配線、画素や回路に用いるトランジスタなどの素子を備えていてもよい。
【０１８３】
　またここでは、素子層が形成される絶縁表面を備える支持体のことを、基材と呼ぶこと
とする。
【０１８４】
　可撓性を有する基材上に素子層を形成する方法としては、基材上に直接素子層を形成す
る方法と、剛性を有する支持基材上に素子層を形成した後、素子層と支持基材とを剥離し
て素子層を基材に転置する方法と、がある。
【０１８５】
　基材を構成する材料が、素子層の形成工程にかかる熱に対して耐熱性を有する場合には
、基材上に直接素子層を形成すると、工程が簡略化されるため好ましい。このとき、基材
を支持基材に固定した状態で素子層を形成すると、装置内、及び装置間における搬送が容
易となるため好ましい。
【０１８６】
　また、素子層を支持基材上に形成した後に、基材に転置する方法を用いる場合、まず支
持基材上に剥離層と絶縁層を積層し、当該絶縁層上に素子層を形成する。続いて、支持基
材と素子層を剥離し、基材に転置する。このとき、支持基材と剥離層の界面、剥離層と絶
縁層の界面、または剥離層中で剥離が生じるような材料を選択すればよい。このような方
法により、素子層の形成工程において基材の耐熱温度よりも高い温度での処理を行うこと
が可能となるため、信頼性を向上させることができる。
【０１８７】
　例えば剥離層としてタングステンなどの高融点金属材料を含む層と、当該金属材料の酸
化物を含む層を積層して用い、剥離層上に絶縁層として、窒化シリコンや酸窒化シリコン
を複数積層した層を用いることが好ましい。高融点金属材料を用いると、素子層の形成時
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に高温の処理を行うことができ、信頼性を向上させることができる。例えば素子層に含ま
れる不純物をより低減することや、素子層に含まれる半導体などの結晶性をより高めるこ
とができる。
【０１８８】
　剥離は、機械的な力を加えて引き剥がすことや、剥離層をエッチングにより除去するこ
と、または剥離界面の一部に液体を滴下して剥離界面全体に浸透させることなどにより行
ってもよい。
【０１８９】
　また、支持基材と絶縁層の界面で剥離が可能な場合には、剥離層を設けなくてもよい。
例えば、支持基材としてガラスを用い、絶縁層としてポリイミドなどの有機樹脂を用いて
、有機樹脂の一部をレーザ光等により局所的に加熱することにより剥離の起点を形成し、
ガラスと絶縁層の界面で剥離を行ってもよい。または、支持基材と有機樹脂を含む絶縁層
の間に、金属や半導体などの熱伝導性の高い材料の層を設け、これに電流を流して加熱す
ることにより剥離しやすい状態とし、剥離を行ってもよい。このとき、有機樹脂を含む絶
縁層は基材として用いることもできる。
【０１９０】
　可撓性を有する基材の材料としては、例えば、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）
、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）等のポリエステル樹脂、ポリアクリロニトリル樹
脂、ポリイミド樹脂、ポリメチルメタクリレート樹脂、ポリカーボネート（ＰＣ）樹脂、
ポリエーテルスルホン（ＰＥＳ）樹脂、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）樹脂、
ポリアミド樹脂、シクロオレフィン樹脂、ポリスチレン樹脂、ポリアミドイミド樹脂、ポ
リ塩化ビニル樹脂等が挙げられる。特に、熱膨張係数の低い材料を用いることが好ましく
、例えば、熱膨張係数が３０×１０－６／Ｋ以下であるポリアミドイミド樹脂、ポリイミ
ド樹脂、ＰＥＴ等を好適に用いることができる。また、繊維体に樹脂を含浸した基板（プ
リプレグとも記す）や、無機フィラーを有機樹脂に混ぜて熱膨張係数を下げた基板を使用
することもできる。
【０１９１】
　上記材料中に繊維体が含まれている場合、繊維体は有機化合物または無機化合物の高強
度繊維を用いることが好ましい。高強度繊維とは、具体的には引張弾性率またはヤング率
の高い繊維のことを言い、代表例としては、ポリビニルアルコール系繊維、ポリエステル
系繊維、ポリアミド系繊維、ポリエチレン系繊維、アラミド系繊維、ポリパラフェニレン
ベンゾビスオキサゾール繊維、ガラス繊維、または炭素繊維が挙げられる。ガラス繊維と
しては、Ｅガラス、Ｓガラス、Ｄガラス、Ｑガラス等を用いたガラス繊維が挙げられる。
これらは、織布または不織布の状態で用い、この繊維体に樹脂を含浸させ樹脂を硬化させ
た構造物を可撓性を有する基板として用いてもよい。可撓性を有する基板として、繊維体
と樹脂からなる構造物を用いると、曲げや局所的押圧による破損に対する信頼性が向上す
るため、好ましい。
【０１９２】
　なお、本発明の一態様の表示装置は、画素に能動素子を有するアクティブマトリクス方
式、または、画素に能動素子を有しないパッシブマトリクス方式を用いることができる。
【０１９３】
　アクティブマトリクス方式では、能動素子（アクティブ素子、非線形素子）として、ト
ランジスタだけでなく、さまざまな能動素子（アクティブ素子、非線形素子）を用いるこ
とができる。例えば、ＭＩＭ（Ｍｅｔａｌ　Ｉｎｓｕｌａｔｏｒ　Ｍｅｔａｌ）、又はＴ
ＦＤ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｄｉｏｄｅ）などを用いることも可能である。これらの素子
は、製造工程が少ないため、製造コストの低減、又は歩留まりの向上を図ることができる
。または、これらの素子は、素子のサイズが小さいため、開口率を向上させることができ
、低消費電力化や高輝度化をはかることができる。
【０１９４】
　アクティブマトリクス方式以外のものとして、能動素子（アクティブ素子、非線形素子
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）を用いないパッシブマトリクス型を用いることも可能である。能動素子（アクティブ素
子、非線形素子）を用いないため、製造工程が少ないため、製造コストの低減、又は歩留
まりの向上を図ることができる。または、能動素子（アクティブ素子、非線形素子）を用
いないため、開口率を向上させることができ、低消費電力化、又は高輝度化などを図るこ
とができる。
【０１９５】
　なお、ここでは、表示装置を用いて、様々な表示を行う場合の例を示したが、本発明の
一態様は、これに限定されない。例えば、情報を表示しないようにしてもよい。一例とし
ては、表示装置のかわりに、照明装置として用いてもよい。照明装置に適用することによ
り、デザイン性に優れたインテリアとして、活用することができる。または、様々な方向
を照らすことができる照明として活用することが出来る。または、表示装置のかわりに、
バックライトやフロントライトなどの光源として用いてもよい。つまり、表示パネルのた
めの照明装置として活用してもよい。
【０１９６】
　ここで特に、家庭用テレビジョン装置や、デジタルサイネージ、またはＰＩＤに本発明
の一態様の表示装置を用いる場合には、このように表示パネルにタッチパネルを適用する
ことで、表示領域に画像や動画を表示するだけでなく観察者が直感的に操作することが可
能となるため好ましい。また例えば広告用途に用いる場合では、より宣伝効果を高める効
果を奏する。また、路線情報や交通情報などの情報を提供するための用途に用いる場合に
は、直感的な操作によりユーザビリティを高めることができる。
【０１９７】
　なお、ビルや公共施設などの壁面に設置する大型の広告に用いるなど、タッチセンサと
しての機能を必要としない場合には、上記で示したタッチパネルの構成例におけるタッチ
センサの構成を省いて、表示パネルを構成すればよい。
【０１９８】
（実施の形態３）
　本実施の形態では、本発明の一態様の表示装置に適用可能な表示パネルについて図面を
参照して説明する。
【０１９９】
　ここでは、表示パネルの例として、タッチセンサとしての機能を備えるタッチパネルに
ついて説明する。
【０２００】
　図１６は、タッチパネル５００の断面図である。
【０２０１】
　タッチパネル５００は、表示部５０１とタッチセンサ５９５を備える。また、タッチパ
ネル５００は、基板５１０、基板５７０および基板５９０を有する。なお、基板５１０、
基板５７０および基板５９０はいずれも可撓性を有する。
【０２０２】
　表示部５０１は、基板５１０、基板５１０上に複数の画素および当該画素に信号を供給
することができる複数の配線５１１を備える。複数の配線５１１は、基板５１０の外周部
にまで引き回され、その一部が端子５１９を構成している。端子５１９はＦＰＣ５０９（
１）と電気的に接続する。
【０２０３】
［タッチセンサ］
　基板５９０には、タッチセンサ５９５と、タッチセンサ５９５と電気的に接続する複数
の配線５９８を備える。複数の配線５９８は基板５９０の外周部に引き回され、その一部
は端子を構成する。そして、当該端子はＦＰＣ５０９（２）と電気的に接続される。
【０２０４】
　タッチセンサ５９５として、例えば静電容量方式のタッチセンサを適用できる。静電容
量方式としては、表面型静電容量方式、投影型静電容量方式等がある。
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【０２０５】
　投影型静電容量方式としては、主に駆動方式の違いから自己容量方式、相互容量方式な
どがある。相互容量方式を用いると同時多点検出が可能となるため好ましい。
【０２０６】
　以下では、投影型静電容量方式のタッチセンサを適用する場合について説明する。
【０２０７】
　なお、タッチセンサの構成は上記に限られず、指等の検知対象の近接または接触を検知
することができるさまざまなセンサを適用することができる。
【０２０８】
　投影型静電容量方式のタッチセンサ５９５は、電極５９１と電極５９２を有する。電極
５９１は複数の配線５９８のいずれかと電気的に接続し、電極５９２は複数の配線５９８
の他のいずれかと電気的に接続する。
【０２０９】
　配線５９４は、電極５９２を挟む二つの電極５９１を電気的に接続する。このとき、電
極５９２と配線５９４の交差部の面積ができるだけ小さくなる形状が好ましい。これによ
り、電極が設けられていない領域の面積を低減でき、透過率のムラを低減できる。その結
果、タッチセンサ５９５を透過する光の輝度ムラを低減することができる。
【０２１０】
　なお、電極５９１、電極５９２の形状は様々な形状を取りうる。例えば、複数の電極５
９１をできるだけ隙間が生じないように配置し、絶縁層を介して電極５９２を、電極５９
１と重ならない領域ができるように離間して複数設ける構成としてもよい。このとき、隣
接する２つの電極５９２の間に、これらとは電気的に絶縁されたダミー電極を設けると、
透過率の異なる領域の面積を低減できるため好ましい。
【０２１１】
　タッチセンサ５９５は、基板５９０、基板５９０上に千鳥状に配置された電極５９１及
び電極５９２、電極５９１及び電極５９２を覆う絶縁層５９３並びに隣り合う電極５９１
を電気的に接続する配線５９４を備える。
【０２１２】
　接着層５９７は、タッチセンサ５９５が表示部５０１に重なるように、基板５９０を基
板５７０に貼り合わせている。
【０２１３】
　電極５９１及び電極５９２は、透光性を有する導電材料を用いて形成する。透光性を有
する導電性材料としては、酸化インジウム、インジウム錫酸化物、インジウム亜鉛酸化物
、酸化亜鉛、ガリウムを添加した酸化亜鉛などの導電性酸化物またはグラフェンを用いる
ことができる。または、銀、銅、アルミニウム、カーボンナノチューブ、ハロゲン化金属
（ハロゲン化銀など）などを用いてもよい。さらに、非常に細くした（例えば、直径が数
ナノメール）多数の導電体を用いて構成されるような金属ナノワイヤを用いてもよい。ま
たは、導電体を網目状にした金属メッシュを用いてもよい。一例としては、Ａｇナノワイ
ヤや、Ｃｕナノワイヤ、Ａｌナノワイヤ、Ａｇメッシュや、Ｃｕメッシュ、Ａｌメッシュ
などを用いてもよい。Ａｇナノワイヤの場合、光透過率は８９％以上、シート抵抗値は４
０以上１００以下Ω／□を実現することができる。なお、透過率が高いため、表示素子に
用いる電極、例えば、画素電極や共通電極に、金属ナノワイヤ、金属メッシュ、カーボン
ナノチューブ、グラフェンなどを用いてもよい。
【０２１４】
　透光性を有する導電性材料を基板５９０上にスパッタリング法により成膜した後、フォ
トリソグラフィ法等の様々なパターニング技術により、不要な部分を除去して、電極５９
１及び電極５９２を形成することができる。グラフェンはＣＶＤ法のほか、酸化グラフェ
ンを分散した溶液を塗布した後にこれを還元して形成してもよい。
【０２１５】
　また、絶縁層５９３に用いる材料としては、例えば、アクリル、エポキシなどの樹脂、
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シロキサン結合を有する樹脂の他、酸化シリコン、酸化窒化シリコン、酸化アルミニウム
などの無機絶縁材料を用いることもできる。
【０２１６】
　また、電極５９１に達する開口が絶縁層５９３に設けられ、配線５９４が隣接する電極
５９１を電気的に接続する。透光性の導電性材料は、タッチパネルの開口率を高めること
ができるため、配線５９４に好適に用いることができる。また、電極５９１及び電極５９
２より導電性の高い材料は、電気抵抗を低減できるため配線５９４に好適に用いることが
できる。
【０２１７】
　一の電極５９２は一方向に延在し、複数の電極５９２がストライプ状に設けられている
。
【０２１８】
　配線５９４は電極５９２と交差して設けられている。
【０２１９】
　一対の電極５９１が一の電極５９２を挟んで設けられ、配線５９４は一対の電極５９１
を電気的に接続している。
【０２２０】
　なお、複数の電極５９１は、一の電極５９２と必ずしも直交する方向に配置される必要
はなく、９０度未満の角度をなすように配置されてもよい。
【０２２１】
　一の配線５９８は、電極５９１又は電極５９２と電気的に接続される。配線５９８の一
部は、端子として機能する。配線５９８としては、例えば、アルミニウム、金、白金、銀
、ニッケル、チタン、タングステン、クロム、モリブデン、鉄、コバルト、銅、又はパラ
ジウム等の金属材料や、該金属材料を含む合金材料を用いることができる。
【０２２２】
　なお、絶縁層５９３及び配線５９４を覆う絶縁層を設けて、タッチセンサ５９５を保護
することができる。
【０２２３】
　また、接続層５９９は、配線５９８とＦＰＣ５０９（２）を電気的に接続する。
【０２２４】
　接続層５９９としては、異方性導電フィルム（ＡＣＦ：Ａｎｉｓｏｔｒｏｐｉｃ　Ｃｏ
ｎｄｕｃｔｉｖｅ　Ｆｉｌｍ）や、異方性導電ペースト（ＡＣＰ：Ａｎｉｓｏｔｒｏｐｉ
ｃ　Ｃｏｎｄｕｃｔｉｖｅ　Ｐａｓｔｅ）などを用いることができる。
【０２２５】
　接着層５９７は、透光性を有する。例えば、熱硬化性樹脂や紫外線硬化樹脂を用いるこ
とができ、具体的には、アクリル、ウレタン、エポキシ、またはシロキサン結合を有する
樹脂などの樹脂を用いることができる。
【０２２６】
　なお、ＦＰＣ５０９（２）やこれと電気的に接続する遮光性を有する配線等は、上述の
可視光を透過する領域１１０と重ならない位置に配置すればよい。
【０２２７】
［表示部］
　表示部５０１は、マトリクス状に配置された複数の画素を備える。画素は表示素子と表
示素子を駆動する画素回路を備える。
【０２２８】
　本実施の形態では、白色の有機エレクトロルミネッセンス素子を表示素子に適用する場
合について説明するが、表示素子はこれに限られない。
【０２２９】
　例えば、表示素子として、有機エレクトロルミネッセンス素子の他、電気泳動方式や電
子粉流体（登録商標）方式などにより表示を行う表示素子（電子インクともいう）、シャ
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ッター方式のＭＥＭＳ表示素子、光干渉方式のＭＥＭＳ表示素子など、様々な表示素子を
用いることができる。なお、適用する表示素子に好適な回路の構成を、様々な画素回路か
ら選択して用いることができる。
【０２３０】
　基板５１０は、可撓性を有する基板５１０ｂ、不純物の発光素子への拡散を防ぐバリア
膜５１０ａおよび基板５１０ｂとバリア膜５１０ａを貼り合わせる接着層５１０ｃが積層
された積層体である。
【０２３１】
　基板５７０は、可撓性を有する基板５７０ｂ、不純物の発光素子への拡散を防ぐバリア
膜５７０ａおよび基板５７０ｂとバリア膜５７０ａを貼り合わせる接着層５７０ｃの積層
体である。
【０２３２】
　封止材５６０は基板５７０と基板５１０を貼り合わせている。封止材５６０は空気より
大きい屈折率を備える。また、封止材５６０側に光を取り出す場合は、封止材５６０は光
学接合層を兼ねる。画素回路および発光素子（例えば発光素子５５０Ｒ）は基板５１０と
基板５７０の間にある。
【０２３３】
〔画素の構成〕
　画素は、副画素５０２Ｒを含み、副画素５０２Ｒは発光モジュール５８０Ｒを備える。
【０２３４】
　副画素５０２Ｒは、発光素子５５０Ｒおよび発光素子５５０Ｒに電力を供給することが
できるトランジスタ５０２ｔを含む画素回路を備える。また、発光モジュール５８０Ｒは
発光素子５５０Ｒおよび光学素子（例えば着色層５６７Ｒ）を備える。
【０２３５】
　発光素子５５０Ｒは、下部電極、上部電極、下部電極と上部電極の間に発光性の有機化
合物を含む層を有する。
【０２３６】
　発光モジュール５８０Ｒは、光を取り出す方向に着色層５６７Ｒを有する。着色層は特
定の波長を有する光を透過するものであればよく、例えば赤色、緑色または青色等を呈す
る光を選択的に透過するものを用いることができる。なお、他の副画素において、発光素
子の発する光をそのまま透過する領域を設けてもよい。
【０２３７】
　また、封止材５６０が光を取り出す側に設けられている場合、封止材５６０は、発光素
子５５０Ｒと着色層５６７Ｒに接する。
【０２３８】
　着色層５６７Ｒは発光素子５５０Ｒと重なる位置にある。これにより、発光素子５５０
Ｒが発する光の一部は着色層５６７Ｒを透過して、図中に示す矢印の方向の発光モジュー
ル５８０Ｒの外部に射出される。
【０２３９】
〔表示部の構成〕
　表示部５０１は、光を射出する方向に遮光層５６７ＢＭを有する。遮光層５６７ＢＭは
、着色層（例えば着色層５６７Ｒ）を囲むように設けられている。
【０２４０】
　表示部５０１は、反射防止層５６７ｐを画素に重なる位置に備える。反射防止層５６７
ｐとして、例えば円偏光板を用いることができる。
【０２４１】
　表示部５０１は、絶縁膜５２１を備える。絶縁膜５２１はトランジスタ５０２ｔを覆っ
ている。なお、絶縁膜５２１は画素回路に起因する凹凸を平坦化するための層として用い
ることができる。また、不純物の拡散を抑制できる層を含む積層膜を、絶縁膜５２１に適
用することができる。これにより不純物の拡散によるトランジスタ５０２ｔ等の信頼性の
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低下を抑制できる。
【０２４２】
　表示部５０１は、発光素子（例えば発光素子５５０Ｒ）を絶縁膜５２１上に有する。
【０２４３】
　表示部５０１は、下部電極の端部に重なる隔壁５２８を絶縁膜５２１上に有する。また
、基板５１０と基板５７０の間隔を制御するスペーサを、隔壁５２８上に有する。
【０２４４】
〔走査線駆動回路の構成〕
　走査線駆動回路５０３ｇ（１）は、トランジスタ５０３ｔおよび容量５０３ｃを含む。
なお、駆動回路を画素回路と同一の工程で同一基板上に形成することができる。
【０２４５】
〔他の構成〕
　表示部５０１は、信号を供給することができる配線５１１を備え、端子５１９が配線５
１１に設けられている。なお、画像信号および同期信号等の信号を供給することができる
ＦＰＣ５０９（１）が端子５１９に電気的に接続されている。
【０２４６】
　なお、ＦＰＣ５０９（１）にはプリント配線基板（ＰＷＢ）が取り付けられていてもよ
い。
【０２４７】
［表示部の変形例］
　様々なトランジスタを表示部５０１に適用できる。
【０２４８】
　ボトムゲート型のトランジスタを表示部５０１に適用する場合の構成を、図１６（Ａ）
および図１６（Ｂ）に図示する。
【０２４９】
　例えば、酸化物半導体、アモルファスシリコン等を含む半導体層を、図１６（Ａ）に図
示するトランジスタ５０２ｔおよびトランジスタ５０３ｔに適用することができる。
【０２５０】
　例えば、多結晶シリコン等を含む半導体層を、図１６（Ｂ）に図示するトランジスタ５
０２ｔおよびトランジスタ５０３ｔに適用することができる。
【０２５１】
　トップゲート型のトランジスタを表示部５０１に適用する場合の構成を、図１６（Ｃ）
に図示する。
【０２５２】
　例えば、酸化物半導体、多結晶シリコンまたは転写された単結晶シリコン膜等を含む半
導体層を、図１６（Ｃ）に図示するトランジスタ５０２ｔおよびトランジスタ５０３ｔに
適用することができる。
【０２５３】
　本実施の形態は、少なくともその一部を本明細書中に記載する他の実施の形態と適宜組
み合わせて実施することができる。
【０２５４】
（実施の形態４）
　本実施の形態では、本発明の一態様の表示装置に適用可能な表示パネルについて図面を
参照して説明する。ここでは、表示パネルの例として、タッチセンサとしての機能を備え
るタッチパネルについて説明する。
【０２５５】
　図１７は、タッチパネル５００Ｂの断面図である。
【０２５６】
　本実施の形態で説明するタッチパネル５００Ｂは、供給された画像情報をトランジスタ
が設けられている側に表示する表示部５０１を備える点およびタッチセンサが表示部の基
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板５１０側に設けられている点が、実施の形態３で説明するタッチパネル５００とは異な
る。ここでは異なる構成について詳細に説明し、同様の構成を用いることができる部分は
、上記の説明を援用する。
【０２５７】
［表示部］
　表示部５０１は、マトリクス状に配置された複数の画素を備える。画素は表示素子と表
示素子を駆動する画素回路を備える。
【０２５８】
〔画素の構成〕
　画素は、副画素５０２Ｒを含み、副画素５０２Ｒは発光モジュール５８０Ｒを備える。
【０２５９】
　副画素５０２Ｒは、発光素子５５０Ｒおよび発光素子５５０Ｒに電力を供給することが
できるトランジスタ５０２ｔを含む画素回路を備える。
【０２６０】
　発光モジュール５８０Ｒは発光素子５５０Ｒおよび光学素子（例えば着色層５６７Ｒ）
を備える。
【０２６１】
　発光素子５５０Ｒは、下部電極、上部電極、下部電極と上部電極の間に発光性の有機化
合物を含む層を有する。
【０２６２】
　発光モジュール５８０Ｒは、光を取り出す方向に着色層５６７Ｒを有する。着色層は特
定の波長を有する光を透過するものであればよく、例えば赤色、緑色または青色等を呈す
る光を選択的に透過するものを用いることができる。なお、他の副画素において、発光素
子の発する光をそのまま透過する領域を設けてもよい。
【０２６３】
　着色層５６７Ｒは発光素子５５０Ｒと重なる位置にある。また、図１７（Ａ）に示す発
光素子５５０Ｒは、トランジスタ５０２ｔが設けられている側に光を射出する。これによ
り、発光素子５５０Ｒが発する光の一部は着色層５６７Ｒを透過して、図中に示す矢印の
方向の発光モジュール５８０Ｒの外部に射出される。
【０２６４】
〔表示部の構成〕
　表示部５０１は、光を射出する方向に遮光層５６７ＢＭを有する。遮光層５６７ＢＭは
、着色層（例えば着色層５６７Ｒ）を囲むように設けられている。
【０２６５】
　表示部５０１は、絶縁膜５２１を備える。絶縁膜５２１はトランジスタ５０２ｔを覆っ
ている。なお、絶縁膜５２１は画素回路に起因する凹凸を平坦化するための層として用い
ることができる。また、不純物の拡散を抑制できる層を含む積層膜を、絶縁膜５２１に適
用することができる。これにより、例えば着色層５６７Ｒから拡散する不純物によるトラ
ンジスタ５０２ｔ等の信頼性の低下を抑制できる。
【０２６６】
［タッチセンサ］
　タッチセンサ５９５は、表示部５０１の基板５１０側に設けられている（図１７（Ａ）
参照）。
【０２６７】
　接着層５９７は、基板５１０と基板５９０の間にあり、表示部５０１とタッチセンサ５
９５を貼り合わせる。
【０２６８】
　なお、ＦＰＣ５０９（２）やこれと電気的に接続する遮光性を有する配線等は、上述の
可視光を透過する領域１１０と重ならない位置に配置すればよい。
【０２６９】
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［表示部の変形例］
　様々なトランジスタを表示部５０１に適用できる。
【０２７０】
　ボトムゲート型のトランジスタを表示部５０１に適用する場合の構成を、図１７（Ａ）
および図１７（Ｂ）に図示する。
【０２７１】
　例えば、酸化物半導体、アモルファスシリコン等を含む半導体層を、図１７（Ａ）に図
示するトランジスタ５０２ｔおよびトランジスタ５０３ｔに適用することができる。
【０２７２】
　例えば、多結晶シリコン等を含む半導体層を、図１７（Ｂ）に図示するトランジスタ５
０２ｔおよびトランジスタ５０３ｔに適用することができる。
【０２７３】
　トップゲート型のトランジスタを表示部５０１に適用する場合の構成を、図１７（Ｃ）
に図示する。
【０２７４】
　例えば、酸化物半導体、多結晶シリコンまたは転写された単結晶シリコン膜等を含む半
導体層を、図１７（Ｃ）に図示するトランジスタ５０２ｔおよびトランジスタ５０３ｔに
適用することができる。
【０２７５】
　本実施の形態は、少なくともその一部を本明細書中に記載する他の実施の形態と適宜組
み合わせて実施することができる。
【０２７６】
（実施の形態５）
　本実施の形態では、本発明の一態様の表示装置の適用例、および表示装置を備える電子
機器等について説明する。
【０２７７】
　フレキシブルな形状を備える表示装置を適用した電子機器として、例えば、テレビジョ
ン装置（テレビ、又はテレビジョン受信機ともいう）、コンピュータ用などのモニタ、デ
ジタルカメラ、デジタルビデオカメラ、デジタルフォトフレーム、携帯電話機（携帯電話
、携帯電話装置ともいう）、携帯型ゲーム機、携帯情報端末、音響再生装置、パチンコ機
などの大型ゲーム機などが挙げられる。
【０２７８】
　また、照明装置や表示装置を、家屋やビルの内壁または外壁や、自動車の内装または外
装の曲面に沿って組み込むことも可能である。
【０２７９】
　本発明の一態様の表示装置１０は、表示パネル１００の数を増やすことにより、表示領
域１１の面積を上限なく大きくすることが可能である。したがって、表示装置１０はデジ
タルサイネージやＰＩＤなど、大きな画像を表示する用途に好適に用いることができる。
また、本発明の一態様の表示装置１０は、表示パネル１００の配置方法を変えることで、
表示装置の輪郭形状を様々な形状にすることができる。
【０２８０】
　図１８では、柱１５や壁１６に、本発明の一態様の表示装置１０を適用した例を示して
いる。表示装置１０に用いる表示パネル１００として、可撓性を有する表示パネルを用い
ることで、曲面に沿って表示装置１０を設置することが可能となる。
【０２８１】
　また、本発明の一態様の表示装置１０は、小型の表示パネル１００を複数使用すること
で、携帯情報端末等の電子機器にも適用することができる。
【０２８２】
　また、本発明の一態様の電子機器は、タッチパネル及び二次電池を有していてもよい。
このとき、非接触電力伝送を用いて、二次電池を充電することができると好ましい。
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【０２８３】
　二次電池としては、例えば、ゲル状電解質を用いるリチウムポリマー電池（リチウムイ
オンポリマー電池）等のリチウムイオン二次電池、リチウムイオン電池、ニッケル水素電
池、ニカド電池、有機ラジカル電池、鉛蓄電池、空気二次電池、ニッケル亜鉛電池、銀亜
鉛電池などが挙げられる。
【０２８４】
　本発明の一態様の電子機器は、タッチパネル及びアンテナを有していてもよい。アンテ
ナで信号を受信することで、表示部で映像や情報等の表示を行うことができる。また、電
子機器が二次電池を有する場合、アンテナを、非接触電力伝送に用いてもよい。
【０２８５】
　図１９（Ａ）は、携帯電話機の一例を示している。携帯電話機７４００は、筐体７４０
１に組み込まれた表示部７４０２のほか、操作ボタン７４０３、外部接続ポート７４０４
、スピーカ７４０５、マイク７４０６などを備えている。なお、携帯電話機７４００は、
本発明の一態様のタッチパネルを表示部７４０２に用いることにより作製される。本発明
の一態様により、湾曲した表示部を備え、且つ信頼性の高い携帯電話機を歩留まりよく提
供できる。
【０２８６】
　図１９（Ａ）に示す携帯電話機７４００は、指などで表示部７４０２に触れることで、
情報を入力することができる。また、電話を掛ける、或いは文字を入力するなどのあらゆ
る操作は、指などで表示部７４０２に触れることにより行うことができる。
【０２８７】
　また、操作ボタン７４０３の操作により、電源のＯＮ、ＯＦＦ動作や、表示部７４０２
に表示される画像の種類を切り替えることができる。例えば、メール作成画面から、メイ
ンメニュー画面に切り替えることができる。
【０２８８】
　図１９（Ｂ）は、腕時計型の携帯情報端末の一例を示している。携帯情報端末７１００
は、筐体７１０１、表示部７１０２、バンド７１０３、バックル７１０４、操作ボタン７
１０５、入出力端子７１０６などを備える。
【０２８９】
　携帯情報端末７１００は、移動電話、電子メール、文章閲覧及び作成、音楽再生、イン
ターネット通信、コンピュータゲームなどの種々のアプリケーションを実行することがで
きる。
【０２９０】
　表示部７１０２はその表示面が湾曲して設けられ、湾曲した表示面に沿って表示を行う
ことができる。また、表示部７１０２はタッチセンサを備え、指やスタイラスなどで画面
に触れることで操作することができる。例えば、表示部７１０２に表示されたアイコン７
１０７に触れることで、アプリケーションを起動することができる。
【０２９１】
　操作ボタン７１０５は、時刻設定のほか、電源のオン、オフ動作、無線通信のオン、オ
フ動作、マナーモードの実行及び解除、省電力モードの実行及び解除など、様々な機能を
持たせることができる。例えば、携帯情報端末７１００に組み込まれたオペレーティング
システムにより、操作ボタン７１０５の機能を自由に設定することもできる。
【０２９２】
　また、携帯情報端末７１００は、通信規格された近距離無線通信を実行することが可能
である。例えば無線通信可能なヘッドセットと相互通信することによって、ハンズフリー
で通話することもできる。
【０２９３】
　また、携帯情報端末７１００は入出力端子７１０６を備え、他の情報端末とコネクター
を介して直接データのやりとりを行うことができる。また入出力端子７１０６を介して充
電を行うこともできる。なお、充電動作は入出力端子７１０６を介さずに無線給電により
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行ってもよい。
【０２９４】
　携帯情報端末７１００の表示部７１０２には、本発明の一態様のタッチパネルが組み込
まれている。本発明の一態様により、湾曲した表示部を備え、且つ信頼性の高い携帯情報
端末を歩留まりよく提供できる。
【０２９５】
　図１９（Ｃ）～（Ｅ）は、照明装置の一例を示している。照明装置７２００、照明装置
７２１０、及び照明装置７２２０は、それぞれ、操作スイッチ７２０３を備える台部７２
０１と、台部７２０１に支持される発光部を有する。
【０２９６】
　図１９（Ｃ）に示す照明装置７２００は、波状の発光面を有する発光部７２０２を備え
る。したがってデザイン性の高い照明装置となっている。
【０２９７】
　図１９（Ｄ）に示す照明装置７２１０の備える発光部７２１２は、凸状に湾曲した２つ
の発光部が対称的に配置された構成となっている。したがって照明装置７２１０を中心に
全方位を照らすことができる。
【０２９８】
　図１９（Ｅ）に示す照明装置７２２０は、凹状に湾曲した発光部７２２２を備える。し
たがって、発光部７２２２からの発光を、照明装置７２２０の前面に集光するため、特定
の範囲を明るく照らす場合に適している。
【０２９９】
　また、照明装置７２００、照明装置７２１０及び照明装置７２２０の備える各々の発光
部はフレキシブル性を有しているため、発光部を可塑性の部材や可動なフレームなどの部
材で固定し、用途に合わせて発光部の発光面を自在に湾曲可能な構成としてもよい。
【０３００】
　なおここでは、台部によって発光部が支持された照明装置について例示したが、発光部
を備える筐体を天井に固定する、又は天井からつり下げるように用いることもできる。発
光面を湾曲させて用いることができるため、発光面を凹状に湾曲させて特定の領域を明る
く照らす、又は発光面を凸状に湾曲させて部屋全体を明るく照らすこともできる。
【０３０１】
　ここで、各発光部には、本発明の一態様のタッチパネルが組み込まれている。本発明の
一態様により、湾曲した発光部を備え、且つ信頼性の高い照明装置を歩留まりよく提供で
きる。
【０３０２】
　図１９（Ｆ）には、携帯型のタッチパネルの一例を示している。タッチパネル７３００
は、筐体７３０１、表示部７３０２、操作ボタン７３０３、引き出し部材７３０４、制御
部７３０５を備える。
【０３０３】
　タッチパネル７３００は、筒状の筐体７３０１内にロール状に巻かれたフレキシブルな
表示部７３０２を備える。
【０３０４】
　また、タッチパネル７３００は制御部７３０５によって映像信号を受信可能で、受信し
た映像を表示部７３０２に表示することができる。また、制御部７３０５にはバッテリを
そなえる。また、制御部７３０５にコネクターを接続する端子部を備え、映像信号や電力
を有線により外部から直接供給する構成としてもよい。
【０３０５】
　また、操作ボタン７３０３によって、電源のＯＮ、ＯＦＦ動作や表示する映像の切り替
え等を行うことができる。
【０３０６】
　図１９（Ｇ）には、表示部７３０２を引き出し部材７３０４により引き出した状態のタ
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ッチパネル７３００を示す。この状態で表示部７３０２に映像を表示することができる。
また、筐体７３０１の表面に配置された操作ボタン７３０３によって、片手で容易に操作
することができる。また、図１９（Ｆ）のように操作ボタン７３０３を筐体７３０１の中
央でなく片側に寄せて配置することで、片手で容易に操作することができる。
【０３０７】
　なお、表示部７３０２を引き出した際に表示部７３０２の表示面が平面状となるように
固定するため、表示部７３０２の側部に補強のためのフレームを設けていてもよい。
【０３０８】
　なお、この構成以外に、筐体にスピーカを設け、映像信号と共に受信した音声信号によ
って音声を出力する構成としてもよい。
【０３０９】
　表示部７３０２には、本発明の一態様のタッチパネルが組み込まれている。本発明の一
態様により、軽量で、且つ信頼性の高いタッチパネルを歩留まりよく提供できる。
【０３１０】
　本実施の形態は、少なくともその一部を本明細書中に記載する他の実施の形態と適宜組
み合わせて実施することができる。
【符号の説明】
【０３１１】
１０　　表示装置
１１　　表示領域
１５　　柱
１６　　壁
１００　　表示パネル
１００ａ　　表示パネル
１００ｂ　　表示パネル
１００ｃ　　表示パネル
１００ｄ　　表示パネル
１００ｅ　　表示パネル
１００ｆ　　表示パネル
１００ｇ　　表示パネル
１００ｈ　　表示パネル
１００ｉ　　表示パネル
１０１　　表示領域
１０１ａ　　表示領域
１０１ｂ　　表示領域
１０１ｃ　　表示領域
１０１ｄ　　表示領域
１０２　　領域
１０２ａ　　領域
１０２ｂ　　領域
１０２ｃ　　領域
１０３　　領域
１０３ａ　　領域
１０３ｂ　　領域
１０３ｃ　　領域
１０４　　領域
１０５　　領域
１１０　　領域
１１０ａ　　領域
１１０ｂ　　領域
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１１０ｃ　　領域
１１０ｄ　　領域
１１２　　ＦＰＣ
１１２ａ　　ＦＰＣ
１１２ｂ　　ＦＰＣ
１１２ｃ　　ＦＰＣ
１１２ｄ　　ＦＰＣ
１２０　　領域
１２０ａ　　領域
１２０ｂ　　領域
１２０ｃ　　領域
１３１　　樹脂層
１３２　　保護基板
１３３　　樹脂層
１３４　　保護基板
１４１　　画素
１４２ａ　　配線
１４２ｂ　　配線
１４３ａ　　回路
１４３ｂ　　回路
１４５　　配線
１５１　　基板
１５２　　基板
１５３　　接着層
１６０　　表示パネル
１６１　　部分
１６２　　部分
１６３　　部分
１７１　　遮光層
１７２　　画素
１７３　　画素
１７４　　画素
１７５　　トランジスタ
１７６　　絶縁層
１７７　　絶縁層
１８０　　発光素子
１８０Ｒ　　発光素子
１８１　　電極
１８２　　ＥＬ層
１８２Ｒ　　ＥＬ層
１８３　　電極
１８５　　着色層
１８６　　封止層
１９０　　液晶素子
１９１　　電極
１９２　　液晶
１９３　　電極
１９４　　絶縁層
１９６　　スペーサ
３００　　タッチパネル
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３０１　　表示部
３０２　　画素
３０２Ｂ　　副画素
３０２Ｇ　　副画素
３０２Ｒ　　副画素
３０２ｔ　　トランジスタ
３０３ｃ　　容量
３０３ｇ（１）　　走査線駆動回路
３０３ｇ（２）　　撮像画素駆動回路
３０３ｓ（１）　　画像信号線駆動回路
３０３ｓ（２）　　撮像信号線駆動回路
３０３ｔ　　トランジスタ
３０８　　撮像画素
３０８ｐ　　光電変換素子
３０８ｔ　　トランジスタ
３０９　　ＦＰＣ
３１０　　基板
３１０ａ　　バリア膜
３１０ｂ　　基板
３１０ｃ　　接着層
３１１　　配線
３１９　　端子
３２１　　絶縁膜
３２８　　隔壁
３２９　　スペーサ
３５０Ｒ　　発光素子
３５１Ｒ　　下部電極
３５２　　上部電極
３５３　　層
３５３ａ　　発光ユニット
３５３ｂ　　発光ユニット
３５４　　中間層
３６０　　封止材
３６７ＢＭ　　遮光層
３６７ｐ　　反射防止層
３６７Ｒ　　着色層
３７０　　対向基板
３７０ａ　　バリア膜
３７０ｂ　　基板
３７０ｃ　　接着層
３８０Ｂ　　発光モジュール
３８０Ｇ　　発光モジュール
３８０Ｒ　　発光モジュール
５００　　タッチパネル
５００Ｂ　　タッチパネル
５０１　　表示部
５０２Ｒ　　副画素
５０２ｔ　　トランジスタ
５０３ｃ　　容量
５０３ｇ　　走査線駆動回路
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５０３ｔ　　トランジスタ
５０９　　ＦＰＣ
５１０　　基板
５１０ａ　　バリア膜
５１０ｂ　　基板
５１０ｃ　　接着層
５１１　　配線
５１９　　端子
５２１　　絶縁膜
５２８　　隔壁
５５０Ｒ　　発光素子
５６０　　封止材
５６７ＢＭ　　遮光層
５６７ｐ　　反射防止層
５６７Ｒ　　着色層
５７０　　基板
５７０ａ　　バリア膜
５７０ｂ　　基板
５７０ｃ　　接着層
５８０Ｒ　　発光モジュール
５９０　　基板
５９１　　電極
５９２　　電極
５９３　　絶縁層
５９４　　配線
５９５　　タッチセンサ
５９７　　接着層
５９８　　配線
５９９　　接続層
７１００　　携帯情報端末
７１０１　　筐体
７１０２　　表示部
７１０３　　バンド
７１０４　　バックル
７１０５　　操作ボタン
７１０６　　入出力端子
７１０７　　アイコン
７２００　　照明装置
７２０１　　台部
７２０２　　発光部
７２０３　　操作スイッチ
７２１０　　照明装置
７２１２　　発光部
７２２０　　照明装置
７２２２　　発光部
７３００　　タッチパネル
７３０１　　筐体
７３０２　　表示部
７３０３　　操作ボタン
７３０４　　部材
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７３０５　　制御部
７４００　　携帯電話機
７４０１　　筐体
７４０２　　表示部
７４０３　　操作ボタン
７４０４　　外部接続ポート
７４０５　　スピーカ
７４０６　　マイク
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】
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